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１
９
１
２
年
５
月
、
夫
の
遊
学
先
で
あ
る
パ
リ
に
単
身
向
か
っ
た

歌
人
与
謝
野
晶
子
。
凡
そ
４
カ
月
の
滞
欧
中
、
晶
子
は
フ
ラ
ン
ス
で

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
晶
子
の
寄
稿
を
掲
載
し
た

雑
誌
や
、
現
地
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
又
、
そ

の
内
容
へ
の
反
論
記
事
な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
晶
子
の
フ
ラ
ン

ス
女
性
観
と
異
文
化
に
対
す
る
理
解
度
、
更
に
は
そ
の
創
作
に
於
け

る
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
以
下
そ
の
考
察
を
試
み
る
。

尚
、
晶
子
の
フ
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
露
出
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
後
年
、
晶
子
の
パ
リ
滞
在
に
関

し
、
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
回
想
し
た
未
発
表
原
稿
、
及
び
晶
子
が
表

紙
を
飾
っ
た
雑
誌
に
使
用
さ
れ
た
写
真
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
等
、
新
発
見

与
謝
野
晶
子
の
直
感
力
と
フ
ラ
ン
ス
女
性
観

〈
論
文
〉

、
は
じ
め
に Ｉ

フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
・
新
聞
を
中
心
に
Ｉ

半
年
に
満
た
な
い
フ
ラ
ン
ス
滞
在
期
間
中
、
晶
子
は
当
代
一
の
日

本
女
流
詩
人
と
し
て
、
複
数
の
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
・
新
聞
に
紹
介
さ

れ
た
。
以
下
、
時
系
列
で
晶
子
を
取
り
上
げ
た
メ
デ
ィ
ア
を
列
挙
す

う
（
》
○

①
雑
誌
『
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー
ル
』
・
尋
序
言
ｇ
弓
・
ゞ
１
９
１
２
年
８
月
妬

日

日

曜

版

犯

号

。

②
日
刊
紙
「
ル
・
タ
ン
』
罵
庸
忌
冒
扇
ゞ
１
９
１
２
年
９
月
吃
日

１

８

６

９

８

口

石

③
日
刊
紙
『
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
」
震
胃
扉
胃
顧
凰
望
呂
ゞ
１

合

９

１

２

年

９

月

陥

日

１

３

１

０

６

号

を
含
む
数
点
の
写
真
が
見
つ
か
っ
た
の
で
併
せ
て
紹
介
す
る
。

二
、
晶
子
を
紹
介
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
・
新
聞

菊

地

英

之
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④
週
刊
誌
「
し
・
ザ
ナ
ル
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
・
リ
テ
レ
ー
ル
』

《
《
序
の
皆
目
煙
一
①
め
ｇ
一
言
ｇ
の
め
輿
三
融
国
胃
①
ｍ
雪
ゞ
１
９
１
２
年
９
月

調
日
１
５
２
７
号
（
以
下
、
『
し
・
ザ
ナ
ル
』
と
略
）

（
＊
『
ル
・
タ
ン
』
紙
の
転
載
記
事
で
は
あ
る
が
晶
子
離
仏
後
の

１
９
１
３
年
４
月
皿
日
付
の
月
刊
誌
『
ド
ゥ
マ
ン
」
＠
ご
命
日
曽
巨
．
．

そ
し
て
４
月
峪
日
に
は
更
に
そ
の
「
ド
ゥ
マ
ン
」
誌
を
引
用
し
た

一
文
が
「
ル
・
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
・
儲
①
爵
臼
８
－
選
紙
に
掲
載
さ
れ
て

い

る

。

）

晶
子
を
紹
介
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
出
版
物
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
着
物
姿
の
晶
子
が
表
紙
を
飾
っ
た
文
芸
誌
「
し
・
ザ
ナ
ル
』
で

あ
る
。
記
事
は
以
下
の
様
に
３
部
構
成
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
を
含
む

５
ペ
ー
ジ
に
渡
る
本
格
的
な
晶
子
特
集
と
な
っ
て
お
り
、
彼
の
地
で

晶
子
を
紹
介
し
た
記
事
の
中
で
は
最
も
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑪
編
集
部
に
よ
る
序
文
に
続
き
、
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
Ｐ
３
昌

園
団
員
）
に
よ
る
詳
細
な
晶
子
の
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
日
本

に
於
け
る
詩
歌
の
伝
統
、
皇
室
と
歌
の
関
係
等
に
つ
い
て
。

フ

ラ

ン

ス

②
晶
子
に
よ
る
「
仏
藺
西
に
於
け
る
第
一
印
象
」
（
刃
①
白
目
＄

』
冒
冒
①
協
己
易
豐
匡
四
司
国
胃
①
）

３
１
９
１
２
年
９
月
Ｂ
日
、
明
治
天
皇
の
大
喪
の
礼
に
際
し
、
夫
人

と
共
に
殉
死
し
た
乃
木
希
典
大
将
の
詩
歌
を
紹
介
。

②
に
つ
い
て
は
、
日
本
帰
国
後
、
寛
と
共
著
で
出
版
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

三
、
『
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌
に
つ
い
て

ノ

川

〃

Ｊ

１

パ
紀
行
集
と
も
い
う
べ
き
『
巴
里
よ
り
」
に
、
「
巴
里
に
於
け
る
第

一
印
象
」
と
い
う
１
章
を
設
け
、
題
名
を
「
仏
藺
西
」
か
ら
「
巴
里
」

パ

リ

ィ

に
改
め
再
録
し
て
い
る
。
章
の
冒
頭
、
「
こ
れ
は
自
分
が
巴
里
の
文

芸
雑
誌
「
レ
ザ
ン
ナ
ア
ル
」
の
記
者
の
望
み
に
応
じ
て
書
い
た
所
感

●

●

（

１

）

の
一
部
」
（
＊
傍
点
筆
者
）
と
の
注
が
付
さ
れ
る
。

ハ

リ

イ

実
際
に
原
文
の
フ
ラ
ン
ス
語
と
「
巴
里
に
於
け
る
第
一
印
象
」
を

突
き
合
わ
せ
比
較
す
る
と
、
文
の
構
成
、
語
法
、
数
字
の
違
い
な
ど

が
散
見
さ
れ
る
他
、
一
方
に
見
ら
れ
、
他
方
に
は
な
い
記
述
、
又
、

そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
も
認
め
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
翻
訳
上
の
問
題
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
晶
子
が
「
所
感
の
一
部
」

と
記
し
た
よ
う
に
『
巴
里
よ
り
」
再
録
の
際
、
向
ら
手
を
加
え
た
部

分
も
あ
る
よ
う
だ
。
両
者
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
有
益
で
あ
ろ
う
が
、

今
回
の
テ
ー
マ
か
ら
は
逸
脱
す
る
た
め
、
そ
の
研
究
は
別
な
機
会
に

譲
る
。今

回
入
手
し
た
９
葉
の
写
真
に
つ
い
て
触
れ
る
。
３
葉
が
「
し
・

ザ
ナ
ル
』
誌
掲
載
用
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
寸
法
は
１
５
５
ｍ
×

１
０
５
，
０

他
６
葉
は
パ
リ
の
室
内
で
撮
影
さ
れ
た
既
知
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
与
謝
野
夫
妻
の
居
住
し
た
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン

内
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

以
下
、
便
宜
上
、
前
者
３
葉
を
「
Ａ
組
」
、
後
者
６
葉
を
「
Ｂ
組
」

四
、
晶
子
、
舅
パ
リ
で
の
写
真
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守も蝿

簿

ザ

蕊
蕊

写真1 B組写真パリのアバ

ルトマン室内でテーブルを挟み

座る晶子と寛

ー一一

と
呼
ぶ
。

Ｂ
組
、
晶
子
単
身
の
立
ち
姿

と
着
座
姿
勢
、
及
び
寛
が
単
独

で
写
っ
た
３
葉
が
や
や
小
型
の

１
２
０
ｍ
×
９
０
ｍ
・
他
３
葉

は
約
１
８
０
ｍ
×
１
２
５
ｍ
で
、

１
葉
は
テ
ー
ブ
ル
を
挟
み
、
晶

子
と
寛
が
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
も

鼈鰯

噌蕊：

写真3 A組写真晶子着座

姿勢の『し・ザナル」誌未掲

載カット

写真2 A組写真 「し・ザナ

ル」誌の表紙を飾った晶子写

真のオリジナル。

の
（
写
真
１
）
、
残
り
の
２
葉
は
晶
子
立
ち
姿
と
寛
の
小
型
写
真
を

引
き
伸
ば
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
組
の
２
葉
は
晶
子
が
単
身
で
写
る
。
椅
子
の
背
覚
れ
に
手
を
掛

け
正
面
を
向
く
立
ち
姿
（
写
真
２
）
と
や
や
斜
め
を
向
い
た
着
座
姿

勢
の
も
の
で
、
後
者
は
雑
誌
未
掲
載
の
カ
ッ
ト
で
あ
る
（
写
真
３
）
。

他
１
葉
は
椅
子
に
腰
掛
け
た
晶
子
を
中
央
に
、
向
か
っ
て
左
手
に

鶏

今

轆
隠
侭
』

写真5 『し・ザナル』誌に掲載さ

れた写真と江内春潮によるクロッ
キー

一

⑪

識灌~

鱗
琴

群

を
中
央
に
、
向
か
っ
て
左
手
に

寛
、
右
手
に
は
与
謝
野
夫
妻
の

通
訳
を
務
め
た
画
家
、
江
内
春

潮
と
３
人
で
写
る
（
写
真
４
）
。

寛
と
江
内
の
腕
に
喪
章
が
見

ら
れ
る
の
は
、
写
真
が
明
治
天

皇
の
崩
御
１
９
１
２
年
７
月
鋤

日
以
降
の
撮
影
で
あ
る
こ
と
を

示
す
（
写
真
５
）
。

Ａ

組

、

晶

子

立

ち

姿

の

上

半

騨蝋曹

譲

希
甲 鰹；

写真4 A組写真与謝野夫妻と

通訳を務めた画家江内春潮。 『し・

ザナル』誌掲載写真のオリジナル。
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年
を
経
て
、
今
回
、
初
め
て
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

晶
子
の
着
物
に
着
目
す
れ
ば
、
Ｂ
組
の
も
の
が
お
そ
ら
く
、
「
巴

あ

き

ぐ

さ

な

ん

ど

ろ

里
よ
り
』
に
「
秋
草
を
染
め
た
お
納
戸
の
組
の
着
物
」
と
描
写
さ
れ

た
そ
れ
で
、
ロ
ダ
ン
訪
問
時
に
着
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
晶

子
は
渡
仏
に
際
し
、
三
越
で
特
別
に
着
物
を
誰
え
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
Ａ
組
写
真
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
雛
菊
柄

で
あ
る
。

晶
子
の
髪
型
に
目
を
向
け
れ
ば
、
Ａ
組
の
も
の
は
、
『
巴
里
よ
り
」

に
実
体
験
を
交
え
記
し
た
よ
う
に
、
分
け
た
髪
の
毛
先
を
左
右
で
巻

き
上
げ
、
当
時
の
流
行
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
Ｂ
組

で
は
髪
を
左
右
に
大
き
く
張
り
出
し
纏
め
て
い
る
。
外
出
時
、
好
ん

で
被
っ
た
と
い
う
庇
の
大
き
な
帽
を
戴
く
の
に
適
し
た
形
に
整
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
パ
リ
の
流
行
に
対
す
る
晶
子
の
関
心

の
高
さ
が
現
わ
れ
て
い
る
。

職載塵溌

で汐J強調■U私 ■再b牛､由一

輔淵…凶－16上巳一､『 ､

…牛u 恥学名一幸辛八

~

識蕊“感患

写真6晶子を特集した

『し・ザナル」誌表紙。

身
部
分
を
拡
大
、
若
干

の
修
正
を
施
し
た
も
の

が
『
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌

の
表
紙
を
飾
る
（
写
真

６
）
。こ

れ

ら

Ａ

組

の

３

葉

は
晶
子
の
渡
欧
１
０
０

『
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
に
先
立
つ
こ
と
約
１
ヶ
月
、
与
謝
野
夫
妻
の

パ
リ
滞
在
を
写
真
入
り
で
報
じ
た
雑
誌
、
「
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー
ル
」
誌

が
あ
る
。
晶
子
を
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
に
紹
介
し
た
現
地
媒
体
で
あ
る

（
写
真
７
）
・

晶

子

が

パ

リ

か

ら

記
さ
れ
、
原
本
は
当
時
日
本
に
一
冊
だ
け
送
ら
れ
た
貴
重
な
一
部
で

（

ツ

ー

あ
っ
た
と
い
う
。

「
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー
ル
』
誌
、
そ
の
由
来
は
、
１
９
１
２
年
４
月
１

日
よ
り
「
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
文
芸
版
増
刊

口
亘
↑
⑮
巨
己
ロ
示
日
自
匡
旨
角
臼
忌
琶
匡
鷺
忌
目
恵
三
も
冑
画
ｇ
》
．
（
以

下
、
「
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
増
刊
号
』
と
略
）
を
引
き
継
ぐ
形
で
ス

タ
ー
ト
し
た
週
刊
誌
で
あ
る
。
同
年
３
月
型
日
付
け
の
「
プ
チ
・
パ

リ
ジ
ャ
ン
増
刊
口
亘
で
は
、
近
日
模
様
替
え
と
な
る
『
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー

ル
」
誌
の
宣
伝
が
表
紙
を
飾
り
、
裏
面
に
は
「
現
代
の
イ
ラ
ス
ト
入

り
雑
誌
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
改
良
が
施
さ
れ
、
そ
の
成
功
は
今
日
か

五
、
『
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー
ル
』
誌

日本文學哉要第104号7



た

の

は

創

刊

か

ら

蝋

寛

の

腕

に

喪

章

が

確

小

判

写

真

３

葉

の

裏

面
に
は
「
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
、
複
製
禁
止
、
ネ
ガ
、
Ｌ
，
ロ

ベ
ー
ル
」
（
Ｆ
①
《
も
里
詳
甸
四
吋
目
の
房
邑
暫
〕
”
の
ロ
局
Ｃ
Ｑ
巨
只
ご
ロ
日
誌
【
ｅ
《
少
の
一
言
回
心
“

写真8 『ル・ ミロワー

ル」誌の創刊を予告す

る『プチ・パリジャン

増刊号」紙表紙

ら
既
に
保
証
さ
れ

る
」
と
の
広
告
が

半
ペ
ー
ジ
を
占
め

（
３
）る
（
写
真
８
）
。

与

謝

野

夫

妻

の

記
事
が
掲
載
さ
れ

パ
リ
滞
在
中
の
与
謝
野
夫
妻
と
親
交
を
結
ん
だ
レ
オ
ン
・
フ
ァ

ロ
ー
、
晶
子
に
拠
れ
ば
「
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
』
紙
の
記
者
で

（

４

）

あ
っ
た
と
い
う
。

フ
ァ
ロ
ー
が
『
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌
に
寄
せ
た
記
事
と
『
ル
・
ミ
ロ

ワ
ー
ル
』
誌
の
間
に
は
複
数
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
主
な

層
困
８
国
こ
の
押
印
が
認

め
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
プ
レ
ス

用
と
し
て
撮
影
、
使
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

六
、
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
と
『
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー
ル
」

誌
を
鑿
ぐ
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
社

識f~雪屍麩Lf
写真12 B組写真晶

子立ち姿の別カット

写真11 B組写真 『ル・ ミロ

ワール』誌掲載寛ポートレート

写真のオリジナル。

8



与謝野晶子の直感力とフランス女性観

点
を
列
挙
す
る
。

１
“
晶
子
が
日
本
で
当
代
一
の
詩
人
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
、
そ
れ
を
《
苣
目
己
冒
風
．
・
邸
盲
目
巳
目
威
．
（
全
員
一
致
、

満
票
で
）
の
語
を
以
っ
て
紹
介
。

２
恥
日
本
の
詩
歌
が
非
常
に
古
い
歴
史
を
持
つ
こ
と
に
触
れ
る
。

３
”
晶
子
と
寛
と
の
恋
物
語
に
つ
い
て
。

４
轆
寛
と
の
結
婚
以
前
、
晶
子
が
何
人
も
の
男
性
か
ら
求
婚
さ
れ
て

い

た

と

の

指

摘

。

５
言
明
星
』
へ
の
詩
歌
投
稿
と
そ
れ
を
通
じ
た
寛
と
の
出
会
い
。

６
言
明
星
』
の
主
幹
、
寛
が
投
稿
さ
れ
た
晶
子
の
詩
を
非
常
に
高

く
評
価
し
、
自
ら
そ
の
第
１
席
に
推
し
た
こ
と
。

７
“
新
体
詩
が
日
本
で
こ
の
釦
年
来
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と

紹

介

。

８
》
日
本
の
詩
を
フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ネ
ッ
ト
（
Ｍ
行
定
型
詩
）
を
引
い

て

説

明

。

９
葛
毒
草
』
「
春
泥
集
」
等
、
晶
子
の
詩
集
の
名
を
引
き
、
更
に
、

随
筆
雪
隅
よ
り
』
を
紹
介
し
晶
子
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
し
て

の

一

面

に

触

れ

る

。

細
部
で
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
部
分
も
認
め
ら
れ
る
が
、

《
ご
ロ
目
冒
風
）
↓
唖
冒
昌
四
己
目
威
》
や
《
ｇ
ロ
ロ
ｇ
）
．
と
い
っ
た
語
を
用
い
、

新
体
詩
が
別
年
来
の
も
の
で
あ
る
と
具
体
的
な
年
数
を
挙
げ
、
更
に

両
誌
共
、
晶
子
の
詩
人
と
し
て
の
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
初
の
評
論
集

ヨ
隅
よ
り
』
を
引
き
彼
女
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
一
面
に
触

れ
て
い
る
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

Ｏ

砺

癖

鰯

〃

雲

母

鎮

峰

“

“

ゞ

“

“

》

鐸

島

誹

埼

飛

燕

．

や

倉

心

、

露

雛

》

、

蕨

、

職

~

》

”

》

”

』

獅

一

恥

暮

捗叩Ｐ

＄

側

溺

蜘

珍

~

地

』

巽

竪

や

ハ

滅

眠

瀞

誼

~

》

；

~

し

て

み

る

と

、

『

ル

・

ミ

ロ

ワ

ー

ル

」

誌

の

無

署

名

記

事

も

フ

ァ

ロ
ー
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
レ
オ
ン
・
フ
ァ

ロ
ー
が
晶
子
の
フ
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
露
出
に
果
た
し
た
貢
献
度
は
極

め

て

大

き

か

っ

た

。

『
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー
ル
」
誌
の
前
身
が
『
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
増
刊
号
』

で
あ
り
、
Ｂ
組
写
真
３
葉
の
裏
面
に
「
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
」

の
刻
印
が
あ
る
こ
と
は
、
同
社
記
者
で
あ
っ
た
と
い
う
フ
ァ
ロ
ー
の

介
在
を
示
唆
す
る
有
力
な
傍
証
の
一
つ
と
い
え
よ
う
（
写
真
喝
）
。

今
回
、
晶
子
の
寄
稿
し
た
『
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
に
関
す
る
あ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
が
後
年
回
想
し
た
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
青
い
紙
に
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
未
発
表
の
原
稿
４
枚
が
見
つ
か
っ

た
（
写
真
皿
～
Ⅳ
）
。

原
槁
に
拠
れ
ば
、
フ
ァ
ロ
ー
は
１
９
１
２
年
当
時
、
Ｈ
仏
協
会
の

一
員
で
、
日
本
大
使
館
と
の
友
好
的
関
係
か
ら
、
各
方
面
の
著
名
日

七
、
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
の
仲
介
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写真16 レオン・ファロー

による未発表原稿3

本
人
が
来
仏
す
る

際
は
必
ず
連
絡
を

受
け
、
晶
子
の
パ

リ
到
着
に
つ
い
て

も
速
や
か
に
知
ら

さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
日
本
詩
壇
で

最
も
名
高
い
女
流

歌
人
と
面
識
を
持

つ
こ
と
を
喜
ん
で

く
れ
る
で
あ
ろ

う
、
レ
・
ザ
ナ
ル

社
主
筆
の
一
人
、

ブ
リ
ッ
ソ
ン
夫
人

へ
は
彼
が
仲
介
の

労
を
取
っ
た
。

フ
ァ
ロ
ー
の
友
人

で
モ
ン
マ
ル
ト
ル

に
ア
ト
リ
エ
を
構

え
る
日
本
人
画
家
、

江
内
春
潮
を
通
訳

と
し
て
伴
い
、
寛

と
着
物
姿
の
晶
子

で
レ
・
ザ
ナ
ル
社

蕊灘 饗譲騨議
に
フ
ラ
ン
ス
女
性
の
印
象
に
つ
い
て
記
事
を
書
く
よ
う
依
頼
を
し
た

と
い
う
（
写
真
略
）
。

鍵

燕

謹

~
~

：

瞳

曹曹 灘蟻蟻
乎畢……

畠

』~ ~
写真18晶子に原稿依頼をしたし・ザナル社のブリッ

ソン夫人（イヴォンヌ・サルセイ） 24歳頃の肖像。晶

子をレ・ザナル社に迎えた1912年当時は43歳。写
真右は父､劇評家のフランシスク･サルセイ。中央は『し・

ザナル」誌を創干ll者したジュル・フリッソン。左はジュ

ルの子息でイヴォンヌの夫、アドルフ・ブリッソン。

掲載写真は雑誌「ル・テアトル」
$$LeTheatre''

1899

年5月号付録冊子17アンドレーマルセル・バシェ

"Andre-MarcelBaschet''の油彩画「アドルフ・フリッソ

ン夫人邸に於ける家族の集い」 "Reuniondefami l le
chezmadameAdolpheBrisson''

(1893年）に拠る。

蕊
瀞
識
蕊
毒2

『型》’~~~

蕊
写真17 レオン・ファロー

による未発表原槁4

を
訪
問
。
非
常
な

好
意
を
示
し
た
ブ

リ
ッ
ソ
ン
夫
人
Ⅱ

イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
サ

ル
セ
イ
倉
ぐ
９
月

留
月
①
量
１
８
６
（

一

③

）

９
１
１
９
５
０
）

は
そ
の
場
で
晶
子

10



与謝野晶子の直感力とフランス女性観

レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
の
友
人
で
与
謝
野
夫
妻
の
レ
・
ザ
ナ
ル
社
訪

問
に
同
行
し
た
画
家
、
江
内
春
潮
に
つ
い
て
記
す
。

晶
子
が
表
紙
を
飾
る
『
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌
に
は
、
「
日
本
の
若
い

才
能
あ
ふ
れ
る
画
家
」
と
紹
介
さ
れ
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
で
の
ク
ロ
ッ

キ
ー
６
点
が
掲
載
（
内
３
点
は
写
真
５
参
照
）
さ
れ
て
い
る
。
黒
猫

の
ポ
ス
タ
ー
で
知
ら
れ
る
当
時
の
流
行
画
家
、
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
Ⅱ
ス
タ
ン
ラ
ン
（
１
８
５
９
～
１
９
２
３
）
に
な
ぞ
ら

（

６

）

え
、
フ
ァ
ロ
ー
は
江
内
を
「
真
の
和
製
ス
タ
ン
ラ
ン
」
と
称
し
た
。

雑
誌
に
綴
ら
れ
た
名
は
《
畠
２
月
亘
の
冒
胃
宮
署
。
《
白
目
言
寓
》
が

「
江
内
」
で
あ
る
こ
と
は
「
巴
里
よ
り
」
の
一
章
に
与
謝
野
夫
妻
が
「
画

家
の
江
内
」
と
「
暗
殺
の
キ
ャ
バ
レ
エ
」
へ
出
掛
け
た
記
述
か
ら
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
《
め
冒
胃
９
．
．
の
漢
字
表
記
、
ま
た
そ

の
人
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。

そ
の
名
を
見
つ
け
た
の
は
、
７
点
の
デ
ッ
サ
ン
と
顔
写
真
入
り
の

記
事
が
１
面
を
飾
る
１
９
１
１
年
７
月
別
日
付
け
（
１
３
９
０
号
）
、

フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
言
メ
デ
ィ
ア
』
紙
《
《
９
日
８
日
段
〕
で
あ
る
。
ま
た
、

１
９
１
２
年
パ
リ
の
オ
デ
オ
ン
座
で
上
演
さ
れ
た
「
日
本
の
誉
れ
」

白
宮
口
ロ
①
員
菅
ｇ
邑
昌
⑳
）
と
い
う
忠
臣
蔵
を
フ
ラ
ン
ス
風
に
翻
案

し
た
劇
の
成
功
を
伝
え
る
『
日
仏
協
会
会
報
』
第
鋤
号
（
１
９
１
３

（

７

）

年
７
月
）
に
は
江
内
に
よ
る
劇
中
人
物
等
の
デ
ッ
サ
ン
が
紹
介
さ
れ
、

続
く
『
会
報
」
瓠
・
詑
合
併
号
（
１
９
１
３
年
皿
月
１
１
９
１
４
年

八
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
日
本
人
画
家
、
江
内
舂
潮

１
月
）
で
は
彼
が
印
象
派
に
倣
っ
た
「
ジ
ャ
ン
テ
ィ
市
郊
外
の
一
角
」

ａ
ご
ｇ
冒
号
国
画
昌
①
匡
①
少
帛
目
辱
）
と
い
う
作
品
で
１
９
１
３

年
の
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
（
普
さ
口
角
ン
員
○
日
弓
）
に
入
選
、
批

評
家
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
が
フ
ァ
ロ
ー
に
よ
り
報
告
さ
れ
、

「
才
能
あ
ふ
れ
る
画
家
」
と
い
う
紹
介
が
強
ち
誇
張
で
な
い
実
力
を

（

８

）

有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
下
、
コ
メ
デ
ィ
ア
紙
を
中
心
に
江
内
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
経
歴
は
本
人
が
記
者
に
語
っ
た
も
の
で
、
事
実
確
認
が

必
要
な
点
も
あ
る
。

《
妨
冒
胃
冒
ゞ
の
漢
字
表
記
は
「
春
潮
」
。
本
人
が
記
者
に
名
の
意
味

を
「
春
の
海
」
（
冨
閏
号
冒
冒
討
冒
冨
、
巨
禽
Ⅱ
海
、
甲
目
①
己
冒
Ⅱ

春
）
と
説
明
し
、
《
的
冒
旦
》
は
「
春
」
、
・
げ
ぎ
》
》
は
そ
の
音
と
共
に
海

に
繋
が
る
「
潮
」
で
あ
ろ
う
。
紙
面
に
紹
介
さ
れ
た
作
品
の
落
款
印

か
ら
も
「
春
潮
」
の
号
が
確
認
で
き
る
。

３
年
の
学
業
を
首
席
で
終
え
た
後
、
国
立
美
術
学
校
の
優
等
生
し

か
入
門
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
岡
倉
天
心
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
３
年
学

（
９
）ぶ
。
腕
の
確
か
さ
と
速
さ
は
驚
異
的
で
、
最
も
優
秀
な
学
友
が
デ
ッ

サ
ン
１
点
を
仕
上
げ
る
間
、
彼
は
、
枚
を
書
き
上
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

（

Ⅲ

）

が
伝
え
ら
れ
る
。
又
、
韓
国
王
が
日
本
政
府
に
ソ
ウ
ル
王
宮
の
装
飾

を
任
せ
る
有
能
な
日
本
人
画
家
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
際
、
天
皇
の
指

（

Ⅱ

）

名
で
江
内
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
と
い
う
。

２
年
に
渡
り
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
大
都
市
、
及
び
そ
の
主
要
美
術
館
を

巡
り
、
１
９
１
０
年
よ
り
パ
リ
滞
在
。
巨
吋
．
国
匡
日
蔚
耳
自
国
巳
目
且

函
匡
日
胃
風
１
８
４
２
～
１
９
３
４
）
に
師
事
し
油
絵
を
研
究
。
当
時
、
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江
内
は
妬
歳
で
あ
っ
た
。

（

胆

）

渡
欧
以
前
に
美
術
を
学
ん
だ
の
は
「
京
都
や
東
京
の
学
校
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
江
内
が
最
初
に
進
ん
だ
美
術
学
校
は
京
都
周
辺
と
見

当
が
付
く
。
当
時
、
該
当
す
る
の
は
、
日
本
最
古
の
美
術
学
校
、
京

都
府
画
学
校
（
１
８
８
０
年
開
校
現
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
の

み
で
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
と
改
称
さ
れ
て
い
た
１
９
０
６
年

当
時
の
卒
業
制
作
者
名
簿
Ⅱ
名
の
中
に
「
鷲
」
図
を
提
出
し
た
江
内

（

Ｂ

）

春
潮
の
名
が
見
え
る
。

江
内
の
フ
ラ
ン
ス
語
能
力
に
つ
い
て
、
日
常
会
話
、
芸
術
上
の
意

見
交
換
は
十
分
可
能
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、

文
法
や
発
音
に
関
し
て
は
飽
く
ま
で
滞
仏
約
１
年
に
見
合
う
「
愛
す

べ
き
拙
さ
」
（
烏
一
国
２
滞
日
①
貝
目
邑
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

彼
の
ア
ト
リ
エ
は
、
フ
ァ
ロ
ー
に
拠
れ
ば
ギ
ラ
ル
ド
ン
通
り
扇
扁

（

Ｍ

）

Ｑ
国
ａ
目
）
、
コ
メ
デ
ィ
ァ
紙
は
「
ル
ピ
ッ
ク
通
り
角
屋
の
斥
巨
の
）

（

応

）

頂
上
の
高
所
」
と
異
な
っ
て
伝
え
る
が
、
両
者
は
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の

丘
上
部
で
交
わ
り
、
そ
の
角
に
は
風
車
が
聟
え
る
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
の

絵
画
で
知
ら
れ
る
「
ム
ー
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
」
跡
で

あ
る
。
１
９
１
１
年
の
日
仏
協
会
名
簿
に
江
内
の
名
が
見
ら
れ
、
肩

耆
は
「
東
京
美
術
学
校
教
授
」
、
そ
の
住
所
は
「
ル
ピ
ッ
ク
通
り
弱

番
地
」
と
明
記
さ
れ
る
。
ギ
ラ
ル
ド
ン
通
り
と
交
差
す
る
手
前
、
丘

（

肥

）

の
中
腹
で
あ
る
。

一
夜
、
与
謝
野
夫
妻
を
伴
い
訪
れ
た
「
暗
殺
の
キ
ャ
バ
レ
エ
」
、

別
名
「
オ
・
ラ
パ
ン
・
ア
ジ
ル
」
は
ア
ト
リ
エ
か
ら
徒
歩
圏
内
で
あ

１
９
５
０
年
、
フ
ァ
ロ
ー
が
タ
イ
プ
し
た
原
稿
に
は
「
い
か
に
し

て
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
サ
ル
セ
イ
が
日
本
人
の
目
か
ら
見
た
フ
ラ
ン
ス
女

性
の
評
判
を
救
っ
た
か
」
と
の
タ
イ
ト
ル
が
冠
さ
れ
、
そ
の
左
脇
に
、

（

〃

）

象
ら
四
く
皇
ら
ｇ
国
驚
ｇ
患
の
手
書
き
メ
モ
が
添
え
ら
れ
る
。

銘
年
を
経
て
、
再
び
晶
子
の
パ
リ
滞
在
に
触
れ
た
こ
の
一
文
は
、

同
年
４
月
Ｍ
日
に
逝
去
し
た
し
・
ザ
ナ
ル
社
主
幹
、
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・

サ
ル
セ
イ
に
関
す
る
世
に
知
ら
ざ
れ
る
功
績
と
し
て
、
日
本
の
女
流

歌
人
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
追
悼
文
と
し
て

捧
げ
る
た
め
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
」
紙
に

宛
て
た
の
は
サ
ル
セ
イ
の
息
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
ソ
ン
が
当
時
そ

の
主
筆
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
原
稿
の
紙
面
掲
載
を
確
認
す
べ
く
、
「
１
９
５
０
年
４
月
四

日
」
を
手
掛
か
り
に
『
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
」
紙
、
更
に
よ
り
文
芸
色
の

濃
い
週
刊
紙
、
「
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
・
リ
テ
レ
ー
ル
』
《
Ｆ
①
国
阻
３

る
。
多
く
の
画
家
や
詩
人
が
集
っ
た
こ
の
著
名
キ
ャ
バ
レ
ー
の
名
物

主
人
、
フ
レ
デ
親
父
に
請
わ
れ
、
江
内
は
来
店
記
念
帖
に
数
点
の
デ
ッ

サ
ン
を
手
早
く
描
き
、
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
日
本
人
画
家
」
と
署
名

し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
が
１
９
１
３
年
Ⅱ
月
鋤
日
付
『
ラ
ン
ト
ラ

ン
シ
ジ
ャ
ン
」
紙
《
罠
胃
昌
国
房
侭
函
昌
》
ゞ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
年
の
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
入
選
を
祝
し
て
の
依
頼
で
あ
っ
た
ろ

う
。
（
＊
追
記
参
照
）

九
、
フ
ァ
ロ
ー
に
よ
る
１
９
５
０
年
の
原
稿
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与謝野晶子の直感力とフランス女性観

一
』
一
一
錯
雨
一
一
一
唾
》
睡
一
恥
》
二
一
地

祁

Ｇ

イ
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フ
ァ
ロ
ー
の
原
稿
に
は
、
与
謝
野
夫
妻
パ
リ
滞
在
先
の
正
確
な
住

（

田

）

所
や
寛
が
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
越
し
た
時
期
に
若
干
の
事
実
誤
認
が
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、
、
王
題
と
な
る
晶
子
パ
リ
滞
在
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
極
め
て
興
味
深
い
未
知
の
情
報
で
あ
る
。
又
、
紙
面
に
掲
載
さ
れ

ず
、
活
字
と
し
て
残
ら
な
か
っ
た
が
故
、
今
回
発
見
し
た
こ
の
原
稿

が
当
時
の
あ
る
出
来
事
を
伝
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
資
料
と
し
て
貴
重
で

あ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
。

の

署

名

で

以

下

の

一

文

が

あ
り
、
フ
ァ
ロ
ー
の
投
稿
が
多
数
の
追
悼
文
に
埋
も
れ
未
掲
載
と

な
っ
た
事
情
が
察
せ
ら
れ
る
（
写
真
的
）
。

＝＝

＄
画
Ｇ
ｊ
仁
，
Ｅ
◆
０
マ
ロ
凸

一
一
》
・
《
》
価
賄
い
錘
》
恥

・
は
ｄ
紬
抽
卯
士
洋
心
ｍ

ｅ
叩
確
刷
ｄ
北
画
釦
Ｇ
ｄ

↓
５
０
吻
巴
ｌ
Ｅ

矩
§
妃
。
ｎ
哩
呂
忙
榊
ｅ
・

蹄

銅

唾

一

一

》

》

恥

諏

一

》

．
』
§
‐
…
…
、
Ｌ
ｒ
維
岬
蠅
怨
沸
肘
側
肘
脚
郡
鮒
。

「
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
サ
ル
セ
イ
逝
去
に
際
し
パ
リ
、
地
方
そ
し
て

海
外
の
友
人
、
読
者
、
同
業
者
か
ら
非
常
に
多
く
の
温
か
い
哀

悼
の
意
を
寄
せ
て
頂
き
、
生
前
の
御
交
誼
に
対
し
家
族
一
同
、

（

鵬

）

皆
様
へ
衷
心
よ
り
深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」
。

~

灘蕊鼻’~ ,嬢溌脅蕊

写真19 『ル･フィガロ」紙掲載。

1950年4月20日付1745号P.

B(ビエール・ブリッソン）署

名記事。

巨
茸
曾
巴
届
》
》
に
も
当
た
っ

た
が
、
サ
ル
セ
イ
追
悼
特

集
の
中
に
フ
ァ
ロ
ー
の
名

を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
４

月
別
日
付
け
「
ル
・
フ
ィ

ガ
ロ
』
紙
に
Ｐ
．
Ｂ
・
（
ピ

エ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
ソ
ン
）

レ
・
ザ
ナ
ル
社
で
サ
ル
セ
イ
よ
り
フ
ラ
ン
ス
女
性
に
つ
い
て
の
印

象
を
書
く
よ
う
依
頼
さ
れ
た
晶
子
は
、
驚
く
べ
き
速
さ
で
そ
の
記
事

（

加

）

を
書
き
上
げ
た
。
友
人
、
江
内
の
助
け
を
借
り
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
し

た
原
稿
を
サ
ル
セ
イ
に
手
渡
す
際
、
フ
ァ
ロ
ー
は
「
こ
れ
が
お
気
に

召
す
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
…
」
と
注
意
を
促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
晶
子
が
素
早
く
書
き
上
げ
た
原
稿
に
は
、
パ

リ
到
着
の
そ
の
日
か
ら
目
に
触
れ
た
で
あ
ろ
う
下
宿
界
隈
の
女
達
、

い

ざ

』

夫

琴

ひ

芝

」

日
に
何
度
も
異
な
る
男
性
を
ア
パ
ル
ト
マ
ン
ヘ
誘
い
春
を
駕
ぐ
モ
ン

マ
ル
ト
ル
の
女
を
一
般
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
と
誤
っ
て
観
察
し
た
記
事

が
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
女
性
達
を
目
の
当
た
り

に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
晶
子
は
「
女
性
の
貞
操
観
念
の
よ
り
厳
格

な
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
、
と
き
っ
ぱ
り
断
言
し
た
」

（

別

）

の
で
あ
る
。
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
サ
ル
セ
イ
が
「
ど
こ
で
与
謝
野
女
史
は

（

”

幸

こ
う
し
た
女
性
た
ち
に
出
会
っ
た
の
か
？
」
と
驚
倒
し
た
の
は
当
然

フ

ラ

ン

ス

で
、
晶
子
の
誤
っ
た
観
察
に
拠
る
「
仏
蘭
西
に
於
け
る
第
一
印
象
」

第
１
稿
は
サ
ル
セ
イ
の
判
断
で
発
表
が
見
送
ら
れ
た
。

サ
ル
セ
イ
は
そ
の
初
槁
に
落
胆
こ
そ
し
た
が
、
日
本
随
一
の
女
流

歌
人
に
フ
ラ
ン
ス
女
性
の
印
象
を
語
ら
せ
る
意
欲
を
失
う
こ
と
な
く
、

自
ら
晶
子
を
各
階
級
の
フ
ラ
ン
ス
婦
人
に
引
き
合
わ
せ
る
労
を
執
り
、

再
度
の
原
稿
依
頼
を
し
た
と
い
う
。

フ

ラ

ン

ス

ー
９
１
２
年
９
月
調
日
付
「
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
掲
載
の
「
仏
藺
西

に
於
け
る
第
一
印
象
」
は
晶
子
が
一
般
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
に
つ
い
て

若
干
の
知
識
を
得
た
後
に
書
き
直
さ
れ
た
、
或
い
は
手
が
加
え
ら
れ

た
、
い
わ
ば
第
２
槁
目
と
い
う
未
知
の
事
情
が
フ
ァ
ロ
ー
の
証
言
よ
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離
仏
し
た
晶
子
に
寛
が
宛
て
た
書
簡
（
１
９
１
２
年
皿
月
晦
日
付
）

に
「
新
聞
雑
誌
記
者
の
中
に
も
フ
ワ
ロ
オ
が
尤
も
君
の
早
く
帰
り
し

を
惜
み
居
り
候
。
大
新
聞
の
「
タ
ン
』
に
も
又
い
つ
ぞ
や
一
緒
に
行

き
し
雑
誌
社
の
雑
誌
に
も
君
の
記
事
出
で
候
。
写
真
は
甚
だ
不
出
来

（

蝿

）

に
候
ひ
し
」
の
一
文
が
見
え
る
。

新
聞
雑
誌
記
者
の
「
フ
ワ
ロ
オ
」
君
は
、
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
。

「
い
つ
ぞ
や
一
緒
に
行
き
し
雑
誌
社
の
雑
誌
」
と
は
晶
子
が
表
紙
を

晶
子
に
よ
る
「
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌
掲
載
文
の
知
ら
ざ
れ
る
経
緯
が

詳
ら
か
に
な
っ
た
一
方
、
サ
ル
セ
イ
に
叫
び
声
を
上
げ
さ
せ
た
初
槁

の
内
容
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
原
稿
が
発
見
さ
れ
で
も
し
な
い
限
り

困
難
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
を
丹
念
に
調
査
す

る
と
、
「
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
発
売
直
前
、
晶
子
に
関
す
る
記
事
の
掲

載
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
検
証
す
る
と
彼
女
が
当
初
フ
ラ
ン

ス
女
性
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
、
い
か
な
る
意
見

を
述
べ
た
か
凡
そ
の
事
情
を
窺
い
知
る
事
が
出
来
、
図
ら
ず
も
フ
ァ

ロ
ー
の
原
稿
内
容
に
信
想
性
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

り
明
か
と
な
っ
た
。

十
、
幻
の
第
一
原
稿
の
内
容
を
知
る
手
掛
か
り

十
一
、
初
め
て
外
国
雑
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
日
本
の

文

芸

人

寛
の
書
簡
を
手
掛
か
り
に
「
ル
・
タ
ン
」
紙
に
当
た
る
と
９
月
岨

（

型

）

日
号
に
「
女
流
詩
人
与
謝
野
晶
子
と
日
本
の
女
性
」
と
題
さ
れ
た
晶

子
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
見
つ
か
っ
た
。
記
事
を
書
い
た
の
は
、

晶
子
の
帰
国
を
最
も
惜
し
ん
だ
と
い
う
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
で
あ
る
。

味
噌
汁
や
緑
茶
、
酒
、
堺
の
町
に
敬
意
を
表
し
た
様
々
な
品
が
食

卓
に
並
ん
だ
江
内
ア
ト
リ
エ
内
で
の
昼
食
後
、
日
本
の
女
性
に
つ
い

て
語
る
よ
う
請
わ
れ
た
晶
子
は
往
時
と
現
在
を
比
較
し
つ
つ
、
「
新

し
い
女
」
の
先
端
を
行
く
者
と
し
て
の
誇
侍
と
西
洋
人
の
目
か
ら
見

飾
っ
た
「
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌
を
指
す
。
寛
は
写
真
の
出
来
に
不
満
の

態
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
筆
さ
れ
る
点
は
、
そ
の
出
来
如
何
に
拘
ら

ず
、
晶
子
が
日
本
の
文
芸
人
と
し
て
外
国
雑
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
、

お
そ
ら
く
最
初
の
例
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

耆
簡
に
あ
る
．
緒
に
行
き
し
雑
誌
社
」
Ⅱ
レ
・
ザ
ナ
ル
社
は
、

当
時
パ
リ
９
区
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
通
り
別
番
地
（
臼
詞
扁
態
目

の
①
○
侭
＄
）
に
社
屋
を
構
え
て
い
た
。
メ
ト
ロ
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

駅
か
ら
南
に
下
る
最
初
の
道
を
折
れ
る
角
で
、
現
在
は
テ
ァ
ト
ル
・

サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
（
弓
扁
騨
【
①
の
巴
昌
の
８
個
鵠
）
と
い
う
劇
場

に
な
っ
て
い
る
。
与
謝
野
夫
妻
が
滞
在
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
マ
セ
通

り
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
か
ら
は
直
線
に
し
て
僅
か
３
０
０
メ
ー
ト
ル
程

度
。
両
者
は
メ
ト
ロ
一
駅
に
も
満
た
な
い
至
近
の
位
置
関
係
に
あ
っ

た
。

十
二
、
『
ル
・
タ
ン
』
紙
１
９
１
２
年
９
月
旧
日
号
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た
不
正
確
な
日
本
の
姿
へ
の
不
満
が
彦
む
日
本
論
を
独
白
す
る
。
前

近
代
的
と
認
め
る
日
本
の
良
妻
賢
母
教
育
は
西
洋
文
明
の
影
響
を
受

け
近
代
化
さ
れ
、
よ
り
困
難
に
な
っ
た
経
済
的
状
況
か
ら
、
日
本
の

若
い
女
性
達
は
自
ら
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
な
手
段
を
講
じ
る
教
育

を
欲
し
、
各
分
野
で
自
立
し
た
働
く
女
性
が
生
ま
れ
た
状
況
を
述
べ

る
。
又
、
近
来
の
著
し
い
身
体
的
発
達
に
も
言
及
し
、
日
本
的
な
美

徳
を
守
り
つ
つ
日
本
女
性
の
将
来
に
は
何
ら
不
安
の
無
い
事
を
力
説

す
る
。記

事
後
半
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
女
性
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
ら
れ
た
晶
子
は
、
ま
だ
十
分
な
知
識
が
な
い
と
断
り
な
が
ら

も
独
自
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
観
を
忌
悼
な
く
披
瀝
し
た
。
以
下
そ
の
部

分
の
拙
訳
を
付
す
。

フ
ラ
ン
ス
女
性
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
な
知
識
が
な
く
、
あ
な

た
に
お
話
を
す
る
上
で
、
彼
女
達
に
つ
い
て
抱
い
た
私
の
意
見

が
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
倶
も
抱
き
ま
す
が
：
．
…
。

思
う
に
彼
女
等
は
将
来
、
女
性
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
る

か
に
思
い
が
及
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
。
知
識
欲
に
乏
し
い
よ
う

に
も
思
わ
れ
ま
す
。
更
に
男
性
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
独
立
の

心
を
養
お
う
と
す
る
こ
と
に
は
一
層
関
心
を
払
わ
ぬ
よ
う
で
す
、

私
の
知
る
と
こ
ろ
の
蝶
々
や
小
鳥
達
と
い
っ
た
あ
る
種
の
パ
リ

ジ
ェ
ン
ヌ
等
を
進
ん
で
例
え
に
引
い
て
お
話
し
す
る
の
で
す
が

．
：
…
。
彼
女
達
が
男
性
に
隷
属
し
玩
具
と
し
て
あ
る
限
り
、
フ

ラ
ン
ス
の
女
性
が
現
代
的
な
女
性
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で

「
ル
・
タ
ン
」
紙
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
４
日
後
、
「
ル
・
プ
チ
・

パ
リ
ジ
ャ
ン
」
紙
に
ポ
ル
・
ジ
ニ
ス
テ
ィ
令
呂
一
⑦
皀
勗
弓
己
の

署
名
入
り
で
晶
子
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
観
へ
の
反
響
と
も
い
え
る
記
事

が
載
っ
た
。
晶
子
の
意
見
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
理
解
が
浅
い
為
、
と
比

較
的
擁
護
の
調
子
が
見
ら
れ
た
フ
ァ
ロ
ー
と
は
異
な
り
ジ
ニ
ス
テ
ィ

は
辛
辣
で
あ
る
。

晶
子
が
あ
ら
ゆ
る
話
題
に
意
見
を
持
ち
、
ど
ん
な
質
問
も
拒
む
こ

と
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
到
着
か
ら
日
が
浅
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
既
に

仏
女
性
の
評
価
を
確
立
し
て
い
る
」
と
痛
烈
に
当
て
擦
る
。
更
に
「
こ

の
極
東
よ
り
の
観
察
者
は
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
を
し
て
、
現
代
的
な
思
考

を
持
た
ず
、
未
解
放
で
《
男
性
に
隷
属
〉
と
非
難
す
る
」
、
そ
の
不

日
仏
協
会
々
員
、
日
本
晶
眉
で
あ
っ
た
フ
ァ
ロ
ー
も
「
し
か
し
、

『
夢
之
華
」
、
『
恋
衣
」
、
室
月
海
波
』
で
知
ら
れ
る
優
美
な
女
流
詩
人

は
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
語
を
解
さ
な
い
。
ど
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
女
性
を
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
？
」
と
晶
子
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
観
に
椀

（

妬

）

曲
な
疑
問
を
呈
し
記
事
を
結
ぶ
。

十
三
、
「
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
』
紙
１
９
１
２

年

９

月

旧

日

号

し
よ
う
．
…
・
・
・
ど
れ
ほ
ど
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
が
英
国
の
女
性
と

同
じ
く
ら
い
教
養
や
教
育
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
て
い
る
の
だ
る

（

妬

）

う
か
と
自
問
し
て
お
り
ま
す
…
…
。

15 日本文學誌要 第104号



一

打

）

当
を
告
発
す
る
。

フ
ァ
ロ
ー
が
晶
子
を
「
優
美
な
女
流
詩
人
」
《
・
匿
喝
鷺
』
自
認
冒
酔
①
印
の
①
）
》

と
形
容
し
た
の
を
逆
手
に
、
彼
女
が
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
を
「
蝶
々
や
小

鳥
達
」
と
例
え
た
の
は
な
ん
と
も
「
優
美
」
《
両
国
昌
呂
淫
冨
と
フ
ラ
ン

（

認

）

ス
流
の
エ
ス
プ
リ
で
鋭
く
切
り
返
え
す
。

欧
州
で
芸
者
が
日
本
女
性
の
典
型
と
見
倣
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

憤
る
晶
子
が
、
真
の
日
本
女
性
を
語
る
の
で
あ
れ
ば
、
暫
く
日
本
人

家
庭
の
元
で
暮
ら
し
、
よ
く
観
察
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
と
同
様
、

ジ
ニ
ス
テ
ィ
は
晶
子
が
正
し
い
フ
ラ
ン
ス
女
性
観
を
語
る
の
に
は
更

に
長
い
フ
ラ
ン
ス
滞
在
が
必
要
と
も
指
摘
す
る
。
彼
が
晶
子
を
「
こ

の
極
東
よ
り
の
観
察
者
」
（
＊
傍
点
筆
者
）
震
○
輿
蔚
○
房
閏
畠
弓
肩
ゆ

蔚
邑
斥
烏
胃
営
忌
日
①
‐
○
鳥
貝
》
．
と
呼
ん
だ
の
は
『
ル
・
タ
ン
」
紙
で

晶
子
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
「
真
の
日
本
女
性
を
観
察
し
て
欲
し
い
」

（
＊
傍
点
筆
者
）
↑
《
○
房
①
Ｈ
ぐ
の
国
号
ぐ
風
①
の
冨
冒
目
尉
①
め
響
．
と
問
う
た

こ
と
へ
の
意
趣
返
し
で
あ
る
。

あ
る
特
定
の
日
本
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
く
フ
ラ
ン
ス
に
伝
播
し

（

鋤

）

た
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
の
小
説
『
お
菊
さ
ん
」
に
晶
子
が
懐
疑
的
な

微
笑
を
浮
か
べ
た
の
に
対
し
、
「
ョ
－
ロ
ッ
パ
女
性
の
生
活
に
つ
い

て
彼
女
が
持
つ
意
見
も
さ
し
て
正
確
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
簡
便
、
迅
速
さ
に
も
拘
ら
ず
、
現
実
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
よ

う
な
習
慣
を
各
々
背
景
に
持
つ
民
族
が
互
い
に
理
解
し
合
い
な
い
の

は
誠
に
悲
し
む
べ
き
で
、
古
い
既
成
概
念
か
ら
自
由
に
な
る
ほ
ど
難

（

訓

）

し
い
こ
と
は
無
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
嘆
息
す
る
。

「
ル
・
タ
ン
』
紙
に
晶
子
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の

内
容
に
ジ
ニ
ス
テ
ィ
が
素
早
く
異
を
唱
え
た
こ
と
を
知
れ
ば
、
サ
ル

セ
イ
が
驚
憎
し
、
掲
載
を
見
送
っ
た
「
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
、
幻
の
初

槁
の
内
容
も
自
ず
と
推
測
さ
れ
る
。

晶
子
は
そ
の
速
筆
に
任
せ
、
お
そ
ら
く
「
ル
・
タ
ン
』
紙
上
に
開

陳
し
た
と
同
様
、
「
知
識
欲
に
乏
し
く
」
、
「
独
立
心
に
欠
け
」
、
「
蝶
々

や
小
鳥
達
の
よ
う
に
男
性
に
隷
属
し
玩
具
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
語
で
フ
ラ
ン
ス
女
性
を
厳
し
く
評
し
、
教
養
豊
か
な
知
識
人
イ

ヴ
ォ
ン
ヌ
・
サ
ル
セ
イ
を
仰
天
さ
せ
た
ろ
う
。

『
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
の
晶
子
掲
載
文
が
サ
ル
セ
イ
の
拒
否
に
あ
っ

た
後
、
手
を
加
え
ら
れ
た
第
２
槁
目
と
い
う
事
情
を
知
っ
た
上
、

『
ル
・
タ
ン
』
紙
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
比
べ
再
読
す
る
と
隠
れ
て
い
た

経
緯
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

私
が
ピ
ガ
ー
ル
広
場
の
近
く
に
居
を
定
め
た
の
は
全
く
の
偶
然

で
し
た
。
当
時
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
が
「
遊
楽
好
き
」
の
人
々
の

集
う
夜
の
街
で
あ
る
こ
と
に
無
知
で
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
の

は
そ
こ
に
居
を
構
え
３
日
後
の
こ
と
で
し
た
。

偶
然
が
私
を
モ
ン
マ
ル
ト
ル
へ
と
導
き
、
そ
こ
で
一
つ
の
範
鳫

の
、
身
づ
く
ろ
い
や
装
飾
品
な
ど
に
し
か
興
味
の
な
い
女
性
を

十
四
、
『
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
に
見
ら
れ
る
書
き
直
し
の

痕

跡
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パ
リ
到
着
以
前
、
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
が
『
遊
楽
好
き
」
の
人
々
の
集

う
夜
の
街
で
あ
る
こ
と
に
無
知
」
で
あ
っ
た
と
は
、
初
稿
で
見
誤
っ

た
観
察
の
正
当
化
と
見
え
、
「
こ
の
「
嘘
の
天
使
達
」
を
真
の
フ
ラ

ン
ス
女
性
と
見
倣
さ
ぬ
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
」
（
＊
傍
点
筆
者
）

と
敢
え
て
反
語
で
強
調
す
る
所
は
、
サ
ル
セ
イ
を
驚
か
せ
た
フ
ラ
ン

ス
女
性
観
の
修
正
痕
と
読
め
る
。

「
市
井
の
婦
人
達
」
に
限
定
さ
れ
る
が
「
商
人
」
「
労
働
者
」
「
農
民
」

と
い
っ
た
異
な
る
職
種
の
女
性
を
「
出
来
る
限
り
の
注
意
を
払
っ
て

観
察
」
の
言
は
、
実
際
ど
の
程
度
サ
ル
セ
イ
の
介
入
が
あ
っ
た
か
詳

細
は
不
明
だ
が
、
「
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
小
母
さ
ん
が
こ
の
日
本
女
性
の
手

私
は
商
人
や
労
働
者
、
農
民
な
ど
市
井
の
婦
人
達
を
出
来
る
限

り
の
注
意
を
払
っ
て
観
察
し
ま
し
た
。
彼
女
達
は
貞
淑
で
誠
実
、

勤
勉
、
両
親
に
忠
実
で
あ
り
、
ま
た
彼
女
達
が
ど
れ
ほ
ど
夫
に

尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
か
を
も
認
め
ま
し
た
。

彼
女
達
へ
の
教
育
は
余
り
行
き
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
時

に
過
ち
を
犯
す
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
概
し
て
彼

女
達
は
野
に
咲
く
野
生
の
花
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
従
順
で
、

我
慢
強
く
そ
し
て
日
本
の
女
性
と
同
様
、
女
性
の
な
す
べ
き
仕

（

池

）

事
に
対
し
て
非
常
に
忠
実
で
す
。

「
目
撃
」
し
ま
し
た
。
私
が
こ
の
「
嘘
の
天
使
達
」
を
真
の
う

（

別

）

ラ
ン
ス
女
性
と
見
倣
さ
ぬ
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
で
し
ょ
う
β

を
取
り
、
真
の
フ
ラ
ン
ス
婦
人
の
生
活
を
観
察
、
理
解
で
き
る
よ
う

彼
女
を
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
連
れ
出
し
た
」
（
＊
傍
点
筆
者
）
と
い
う

（

鋤

）

フ
ァ
ロ
ー
の
証
言
と
概
ね
一
致
す
る
。

晶
子
が
記
事
の
冒
頭
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
家
庭
の
生
活
を
ま
だ
窺
い

（

鈍

）

知
る
機
会
が
な
い
」
と
書
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
も
「
市
井
の
婦
人

達
」
と
の
対
比
で
注
目
さ
れ
る
。
又
、
自
身
の
観
察
が
一
面
に
於
い

て
真
実
と
も
自
負
す
る
晶
子
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
達
が
「
時
に
過

ち
を
犯
す
」
と
売
春
行
為
の
存
在
を
暗
示
し
つ
つ
、
そ
の
原
因
を
女

性
が
男
性
に
比
べ
教
育
を
受
け
る
機
会
が
限
定
さ
れ
る
社
会
構
造
上

の
問
題
に
帰
し
、
各
自
の
個
性
に
つ
い
て
は
「
野
に
咲
く
野
生
の
花

の
よ
う
」
に
「
従
順
で
、
我
慢
強
く
そ
し
て
日
本
女
性
と
同
様
、
女

性
の
な
す
べ
き
仕
事
に
対
し
て
非
常
に
忠
実
」
と
優
し
い
ま
な
ざ
し

を
送
り
、
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

『
ル
・
タ
ン
」
紙
上
で
開
陳
し
た
フ
ラ
ン
ス
女
性
へ
の
厳
し
い
指

摘
と
比
較
し
、
そ
の
調
子
は
明
ら
か
に
和
ら
ぎ
、
よ
り
注
意
深
く
公

正
な
視
線
を
保
つ
よ
う
努
め
た
と
み
え
る
。

こ
う
し
た
変
遷
か
ら
、
サ
ル
セ
イ
の
初
槁
却
下
を
受
け
、
自
身
の

観
察
が
一
面
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
た
晶
子
は
続
く
第
２
槁
に

一
層
の
注
意
を
払
っ
た
痕
跡
が
読
み
取
れ
る
。

１
９
０
１
年
『
み
だ
れ
髪
」
で
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
自
身
の

十
五
、
『
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌
改
稿
の
経
緯
か
ら
窺
え
る

晶

子

の

創

作

に

於

け

る

一

傾

向
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創
作
活
動
か
ら
新
聞
、
雑
誌
に
投
稿
さ
れ
る
膨
大
な
歌
の
選
歌
、
子

供
の
養
育
、
雑
事
に
至
る
ま
で
一
家
の
大
黒
柱
的
役
を
一
手
に
担
い
、

「
自
分
の
手
に
一
日
で
も
筆
の
持
た
れ
な
い
日
が
あ
ら
う
と
は
想
像

（

応

）

も
し
な
か
っ
た
」
晶
子
に
と
っ
て
、
仕
事
の
依
頼
に
迅
速
に
応
じ
る

こ
と
は
必
然
の
要
求
で
あ
っ
た
。
サ
ル
セ
イ
の
原
稿
依
頼
に
晶
子
が

驚
く
べ
き
速
さ
で
応
え
た
と
い
う
フ
ァ
ロ
ー
の
証
言
は
、
時
間
的
余

裕
の
あ
っ
た
パ
リ
に
於
い
て
も
、
晶
子
の
習
慣
が
不
変
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

主
観
的
な
感
情
を
表
出
す
る
詩
歌
等
の
創
作
に
於
い
て
、
直
感
に

従
う
晶
子
の
迅
速
な
創
作
態
度
は
そ
の
希
有
な
才
能
と
し
て
有
利
に

働
い
た
。
し
か
し
、
客
観
性
を
保
ち
、
論
理
的
に
論
を
進
め
る
評
論

の
よ
う
な
分
野
に
於
い
て
、
そ
の
直
感
に
拠
る
所
の
大
き
い
彼
女
の

主
張
は
、
時
に
や
や
主
観
に
偏
り
拙
速
に
失
し
た
ケ
ー
ス
も
散
見
さ

れ
る
。例

え
ば
後
年
、
平
塚
ら
い
て
う
等
と
の
間
に
起
こ
っ
た
「
母
性
保

（

妬

）

護
論
争
」
を
挙
げ
れ
ば
、
ら
い
て
う
が
傾
倒
し
、
そ
の
著
作
を
翻
訳

し
て
い
た
エ
レ
ン
・
ケ
イ
に
精
通
し
な
い
ま
ま
持
論
を
展
開
、
ら
い

て
う
の
批
判
に
晒
さ
れ
た
事
が
発
端
と
な
っ
て
い
る
。

一
連
の
論
争
の
中
で
、
雑
誌
『
太
陽
』
（
１
９
１
８
年
皿
月
号
）

に
寄
せ
た
「
平
塚
・
山
川
・
山
田
三
女
史
に
答
ふ
」
に
は
「
私
は
母

性
の
国
家
的
保
護
に
対
し
多
く
直
感
的
に
不
可
と
し
て
来
た
」
（
＊

傍
点
筆
者
）
と
あ
り
、
晶
子
に
は
意
識
的
に
自
ら
の
「
直
感
」
を
切

り
口
に
論
を
構
築
す
る
傾
向
が
み
え
る
。

（

叩

タ

イ

‐

●

●

●

Ｊ

ひ

つ

前
出
、
「
巴
里
に
於
け
る
第
一
印
象
」
に
は
「
自
分
の
直
覚
を
以

て
間
違
い
な
し
と
す
れ
ば
」
（
＊
傍
点
筆
者
）
と
い
う
仮
定
に
基
づ
き
、

フ
ラ
ン
ス
の
男
性
が
東
洋
の
男
性
と
同
様
、
そ
の
内
心
で
は
女
性
を

従
属
物
、
玩
具
、
厄
介
者
視
し
て
い
る
と
も
指
摘
す
る
。

更
に
一
例
を
引
け
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
１
９
１
９
年
パ
リ

講
和
会
議
の
際
、
日
本
が
提
案
し
た
人
種
差
別
撤
廃
案
に
関
し
、
晶

子
は
「
巴
里
の
国
際
連
盟
会
議
へ
日
本
政
府
の
提
出
し
た
人
種
差
別

①

●

撤
廃
案
を
最
初
か
ら
余
計
な
提
案
だ
と
直
感
し
て
、
少
し
も
之
に
対

（

打

）

し
て
気
乗
り
」
し
な
か
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。
（
＊
傍
点
筆
者
）

英
仏
女
性
の
比
較
に
於
い
て
「
晶
子
の
観
察
は
、
あ
る
意
味
で
は

正
鵠
を
射
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
裏
付
け
の
な
い
直
感
力
に
頼
る
も

の
で
あ
る
と
こ
ろ
が
弱
い
」
と
指
摘
し
た
の
は
歌
人
の
松
平
盟
子
で

（

鵬

）

あ
る
。晶

子
の
基
本
的
創
作
態
度
の
一
傾
向
と
し
て
、
入
念
な
下
準
備
を

重
ね
一
歩
踏
み
出
す
慎
重
さ
よ
り
、
む
し
ろ
鋭
い
「
直
感
」
を
頼
り

に
大
胆
に
前
進
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
漸
次
学
習
し
て
い
く
性
向
が

窺
え
る
。
そ
う
し
た
傾
向
は
、
不
正
確
な
観
察
に
よ
り
原
稿
の
書
き

直
し
を
迫
ら
れ
た
パ
リ
で
の
苦
い
経
験
を
経
た
後
も
、
続
い
た
形
跡

が
認
め
ら
れ
る
。

仮
に
、
晶
子
の
「
直
感
」
「
直
覚
」
が
無
意
識
よ
り
の
表
出
で
あ
っ

た
な
ら
、
或
い
は
、
無
邪
気
な
放
言
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
女
性
に
つ

い
て
は
「
十
分
な
知
識
が
な
い
」
と
予
防
線
を
張
る
こ
と
も
許
容
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
意
識
さ
れ
、

筆
先
の
武
器
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
自
ら
の
「
直
感
」
「
直
覚
」
を

裏
付
け
る
、
論
拠
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
自
説
に
生
ず
る
責
任
を
半
ば
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放
榔
し
た
と
見
倣
さ
れ
て
も
止
む
を
得
な
い
・

フ
ラ
ン
ス
の
印
象
を
未
だ
作
品
に
反
映
さ
せ
る
準
備
が
整
わ
な
い

状
態
を
晶
子
は
自
ら
「
最
良
の
状
態
で
雛
を
孵
そ
う
と
卵
を
抱
え
る

一

剛

）

雌
鶏
の
よ
う
な
状
況
」
と
例
え
た
。
し
か
し
、
「
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌

改
稿
の
経
緯
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
女
性
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
卵
を
十

分
に
温
め
き
ら
ぬ
ま
ま
、
未
熟
の
雛
を
孵
す
如
く
の
失
態
を
演
じ
た

と
い
え
よ
う
。

晶
子
は
、
概
し
て
そ
の
容
姿
の
美
し
さ
と
美
的
感
覚
に
於
い
て
、

他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
と
比
し
フ
ラ
ン
ス
女
性
に
最
上
級
の
評
価
を

与
え
た
。
一
方
、
男
性
へ
の
依
存
度
、
自
立
の
意
識
に
対
し
て
は
手

厳
し
く
、
パ
リ
の
女
性
を
両
極
に
評
価
し
た
。

い
ず
れ
も
晶
子
が
パ
リ
で
観
察
し
た
フ
ラ
ン
ス
女
性
の
一
面
を
感

覚
的
に
鋭
く
捉
え
た
評
価
で
あ
る
。
し
か
し
、
惜
し
む
ら
く
は
、
そ

の
両
極
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
つ
パ
リ
と
い
う
特
異
な
街
に
生

活
す
る
人
々
と
そ
の
深
層
社
会
構
造
を
よ
く
理
解
し
、
整
理
考
察
す

る
時
間
と
精
神
的
余
裕
に
欠
け
た
憾
み
が
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
そ

の
視
点
は
東
洋
か
ら
の
一
観
察
者
と
し
て
の
鋭
い
一
瞥
に
留
ま
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
生
活
を
全
身
で
受
け
止
め
咀
畷
し
、
血
肉
と
し
て
昇
華

さ
せ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

結
果
、
『
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
へ
の
初
槁
は
却
下
、
『
ル
・
タ
ン
』
紙

で
晶
子
が
述
べ
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
人
の
Ｈ
か
ら
見
た
日
本
女
性
へ
の
慣

十
六
、
ま
と
め
に
か
え
て

憩
は
、
ジ
ニ
ス
テ
ィ
に
よ
っ
て
恰
も
鏡
写
し
の
如
く
晶
子
に
跳
ね

返
っ
て
き
た
。

晶
子
以
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
を
踏
ん
だ
夏
目
漱
石
や
高
村
光
太

郎
が
、
異
国
で
鏡
に
映
っ
た
自
ら
の
姿
に
悟
然
と
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
の
中
に
伍
し
、
晶
子

に
そ
う
し
た
自
己
の
容
姿
に
対
す
る
極
端
な
劣
等
意
識
は
見
ら
れ
な

い
。
和
装
に
庇
の
大
き
な
流
行
の
西
洋
帽
を
合
わ
せ
恰
然
と
異
国
の

街
を
歩
く
姿
は
、
森
鴎
外
が
「
何
事
に
も
人
眞
似
を
し
な
い
。
個
人

一

冊

）

性
が
い
つ
も
確
か
に
認
め
ら
れ
る
」
と
評
し
た
通
り
で
あ
っ
た
。

但
し
、
漱
石
や
光
太
郎
が
鏡
に
映
っ
た
自
己
の
姿
に
東
洋
の
小
倒

の
劣
等
意
識
を
投
影
さ
せ
て
い
た
点
は
晶
子
に
於
い
て
も
少
な
か
ら

ず
同
様
で
あ
っ
た
。
洋
行
の
先
輩
男
性
陣
が
委
縮
し
内
向
的
な
性
質

を
示
し
た
の
と
異
な
り
晶
子
は
パ
リ
に
あ
っ
て
、
倭
小
化
さ
れ
た
旧

来
の
日
本
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
く
、
日
本
女
性
の
名
誉
を

守
る
論
を
臆
せ
ず
堂
々
と
語
っ
た
点
は
、
や
や
力
み
の
見
ら
れ
る
こ

と
を
差
し
引
い
て
も
大
い
に
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
そ
の
力
み
は
、
丁

度
夫
、
寛
が
ロ
ダ
ン
を
前
に
「
話
の
中
に
う
っ
か
り
日
本
人
を
代
表

つ

し

》

い

し

ま

し
て
居
る
気
」
に
成
り
、
「
力
め
て
威
勢
の
好
い
応
答
を
し
て
仕
舞

一

Ⅱ

）

っ
た
」
の
と
同
質
の
高
揚
感
に
起
因
し
よ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
鏡
を
通
じ
晶
子
が
見
た
も
の
、
そ
れ
は
、
将

来
か
く
あ
る
べ
き
と
望
む
Ｈ
本
女
性
の
姿
、
引
い
て
は
普
遍
的
価
値

を
も
つ
理
想
の
女
性
像
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
時
に
、
女
性
の
地

位
向
上
と
経
済
的
自
立
、
更
に
男
性
と
同
等
の
権
利
を
希
求
し
、
文

筆
を
以
て
そ
の
前
進
に
寄
与
し
よ
う
と
実
践
す
る
自
己
の
投
影
で
も
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T注
一グ

あ
っ
た
ｃ

短
く
も
濃
厚
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
滞
在
が
触
媒
と
な
り
、
晶
子
が

フ
ラ
ン
ス
女
性
の
中
に
あ
る
二
極
性
を
見
た
よ
う
に
、
離
仏
以
降
、

彼
女
自
身
の
中
に
も
あ
る
二
極
化
の
進
行
が
観
察
さ
れ
る
。
一
極
は
、

男
女
が
互
い
の
挺
所
を
発
揮
、
補
完
し
つ
つ
、
女
性
が
男
性
と
同
等

の
権
利
を
得
る
理
想
の
姿
を
将
来
に
希
求
す
る
社
会
評
論
家
と
し
て

の
貌
。
他
極
は
、
西
洋
文
化
の
刺
激
を
受
け
る
中
で
、
日
本
の
文
化

伝
統
を
再
発
見
し
、
歌
道
の
更
な
る
追
究
、
及
び
日
本
が
誇
る
『
源

氏
物
語
」
を
筆
頭
に
『
栄
華
物
語
」
、
『
徒
然
草
』
等
の
現
代
語
訳
に

象
徴
さ
れ
る
古
典
回
帰
へ
の
文
学
的
傾
向
で
あ
る
。

明
治
の
終
焉
と
大
正
の
幕
開
け
と
い
う
時
代
の
区
切
り
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
迎
え
た
こ
の
時
期
の
晶
子
の
中
に
、
未
来
の
女
性
へ
の
理

想
像
と
過
去
の
古
典
文
学
の
中
に
見
え
る
変
わ
ら
ぬ
伝
統
美
へ
の
憧

慢
と
い
っ
た
、
相
反
す
る
二
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
が
急
速
に
拡
大
し
て

い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

~
3~

~
2~

与
謝
野
寛
・
晶
子
共
著
「
巴
里
よ
り
』
（
金
尾
文
淵
堂
１
９
１
４
年
５

円
ｎ
ｏ
○
ｎ
口
）

菅
沼
宗
四
郎
箸
『
鉄
幹
と
晶
子
』
（
中
央
公
論
社
出
版
１
９
５
８
年
Ⅱ

月
３
日
）
＊
始
子
フ
ラ
ン
ス
滞
在
時
の
姓
名
は
府
引
宗
四
郎

筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
《
門
の
旨
匡
昌
里
胃
○
爵
①
国
鳥
ｇ
員
の
こ
の
⑳

煙
口
〕
煙
さ
【
煙
〔
ご
ロ
め
ゐ
○
国
国
匡
①
印
・
産
ロ
め
匿
口
胃
の
い
め
①
【
二
○
口
の
Ｒ
己
の
芦
一
匡
め
（
【
の
ゆ
め
Ｃ
冒

妨
こ
の
ｎ
①
砂
の
⑫
弄
口
の
め
い
屋
一
Ｃ
Ｅ
Ｒ
・
一
宮
巨
冒
凹
め
の
匡
門
の

餌

、

四

国

と

け

ん

て

い

（
４
）
注
（
１
）
前
掲
書
所
収
「
杜
鵤
亭
」
よ
り
、
「
プ
ッ
テ
ィ
イ
・
パ
リ
ジ
ャ

ン

の

記

者

の

フ

ア

ロ

ウ

さ

ん

」

（
５
）
本
名
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
Ⅱ
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
ブ
リ
ッ
ソ
ン
ラ
嚴
烏
匡
扁
‐

閏
く
９
月
国
鳥
ｇ
己
）
。
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
小
母
さ
ん
（
の
ｇ
望
月
屋
く
９
月
）

の
愛
称
で
も
呼
ば
れ
た
。
父
は
著
名
な
劇
評
家
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
サ
ル

セ
イ
弓
国
邑
凰
呂
巨
①
蟹
月
①
己
。
夫
は
『
し
・
ザ
ナ
ル
』
誌
創
刊
者
ジ
ュ

ル

・

ブ

リ

ッ

ソ

ン

舎

昌

＄

犀

爾

○

己

の

息

、

ア

ド

ル

フ

・

ブ

リ

ッ

ソ

ン

（

ン

Ｑ

ｏ

言

彦

①

園

凰

協

○

国

）

。

（
６
）
「
し
・
ザ
ナ
ル
」
誌
《
信
斥
め
シ
ロ
ロ
里
①
め
ぎ
巨
呂
限
里
匡
言
町
昌
隅
．
、
１

９

１

２

年

９

月

鋤

日

１

５

２

７

号

筆

者

拙

訳

。

以

下

原

文

。

農

ご

邑

売
匡
弓
胃
』
昌
吊
冨
冒
昌
房
烏
瞥
目
・
国
市
貝
》
》
食
筥
．
母
２
月
巨
淫
匡
邑
ｇ
Ｐ

~~~

ぐ

の

国

（

四

ヶ

帝

の

計

の

』

弓

房

ご

」

四

℃

（

）

邑

営

い

（
７
）
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ゴ
ー
チ
エ
著
雪
日
本
の
誉
れ
」
オ
デ
オ
ン
応
で
の
成
功
』

〈
農
巳
国
Ｏ
ｚ
ｚ
向
ご
罰
］
シ
も
Ｏ
ｚ
ン
届
廻
由
巨
９
段
Ｑ
○
鳥
目
冒
目
宮
同
号
臣
ａ

の
ン
ご
弓
閨
両
里
『
日
仏
協
会
会
報
』
１
９
１
３
年
７
月
鋤
号
抜
粋
。

国
昌
］
曾
冒
Ｑ
の
毎
ｍ
○
国
の
芯
弓
胃
壁
己
の
？
］
四
口
○
口
望
め
の
Ｑ
①
勺
浄
門
辰
．
両
凋
弓
巴
庁
旦
匡

ウ
昌
一
９
日
ｚ
Ｃ
い
◎
目
昌
二
国
」
や
』
』
勺
四
国
の
画
き
］
ご
言
の
口
匡
の
Ｑ
①
匿
い
Ｃ
Ｇ
の
扇

、

Ｐ

ン

く

①

国

匡

の

旦

匡

詞

三

の

▲

の

‐

弱

○

三

○

輯

国

①

（

日

こ

め

心

の

全

国

ヨ

ヨ

の

【

己

．

注
（
１
）
前
掲
書
の
中
に
こ
の
劇
に
つ
い
て
触
れ
た
章
「
日
本
の
誉
れ
」

「
流
月
一
口
」
が
あ
り
和
田
垣
謙
三
、
徳
永
柳
洲
等
日
本
人
が
演
出
の
ア

ド

バ

イ

ス

を

与

え

て

い

る

。

（
８
）
『
日
仏
協
会
会
報
」
１
９
１
３
年
ｎ
月
～
１
９
１
４
年
１
月
劃
・
兇
合
併

号
。
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
箸
「
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
の
江
内
春
潮
」
。

詞
二
房
庁
冒
Ｑ
①
菌
の
○
の
芯
急
司
Ｈ
ｍ
ｐ
ｏ
９
］
画
ｐ
Ｃ
邑
曽
め
の
。
の
も
四
国
の
．
○
貝
◎
す
【
の
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』
一
」
四
当
四
己
二
①
吋
冒
。
』
今
ｚ
Ｃ
い
』
山
障
震
昌
①
巨
月
宮
“
日
宮
口
の
ロ
○
四
崖
め
里
○
口

角
ン
巨
○
日
用
。
．
ｇ
『
三
‐
尿
目
司
ン
詞
ン
ご
弓

以
下
原
文
↓
ｅ
ご
馬
匿
ｇ
邑
隠
吊
国
毎
」
罷
胃
三
色
匡
隅
（
）
昌
曾
冒
員

」
》
８
戸
乏
用
Ｑ
の
医
①
匡
胃
巨
め
す
巨
邑
の
壹
○
一
隅
蝕
己
目
角
国
三
○
扇
一
隅
三
房

煙
（
）
喝
①
扇
①
め
電
．
．
概
に
、
批
評
家
は
江
内
春
潮
の
作
品
に
対
し
、
最
も

賞
賛
に
値
す
る
評
価
を
与
え
た
。
」
筆
者
拙
訳
。

（
９
）
言
メ
デ
ィ
ア
」
紙
の
記
事
は
、
岡
倉
が
国
立
美
術
学
校
の
優
等
生
に
限

り
３
年
間
無
償
で
門
戸
を
開
い
て
い
た
彼
の
名
を
冠
す
少
人
数
の
私
塾

に
江
内
が
通
っ
た
と
記
す
。
江
内
が
東
京
に
出
た
の
は
京
都
市
立
美
術

工
芸
学
校
を
修
了
し
た
１
９
０
６
年
以
降
。
１
８
９
８
年
既
に
東
京
美

術
学
校
を
辞
し
て
い
た
犬
心
岡
倉
覚
三
は
、
賛
同
す
る
美
術
家
達
と
「
日

本
美
術
院
」
を
結
成
し
て
い
た
が
、
１
９
０
６
年
以
降
、
前
年
に
完
成

し
た
茨
城
の
五
浦
海
岸
に
立
て
た
別
荘
六
角
堂
に
「
日
本
美
術
院
」
を

移
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
江
内
は
東
京
の
美
術
学
校
と
茨
城
の
六
角
堂

を

往

復

し

て

い

た

と

い

う

事

で

あ

ろ

う

か

。

（
叩
）
注
（
７
）
前
掲
書
。
「
日
本
の
誉
れ
」
一
目
９
口
月
胃
菅
冒
）
冒
房
葛
の
記
事

に
挿
絵
を
提
供
し
た
際
、
１
時
間
も
掛
か
ら
ず
加
枚
の
デ
ッ
サ
ン
を
書

き
上
げ
周
囲
を
驚
か
せ
た
と
の
記
述
あ
り
。
以
下
原
文
。
憲
馬
員
の
三

め
冒
匡
扇
ｇ
ゞ
全
巳
ユ
①
鷺
冒
ｍ
匡
己
Ｂ
８
己
邑
匡
冒
員
９
房
向
路
日
の
冒
員
言
帝

号
斥
め
国
く
勗
篭
貝
罷
』
目
ｐ
ｇ
負
豊
言
（
）
易
。
○
貝
の
二
戸
日
①
些
員
用

Ｑ

月

○

用

国

胃

①

巨

○

吊

言

く

○

易

く

匡

８

匡

三

弓

。

①

ご

ョ

９

房

全

巨

己

の

言

員

Ｐ

当

当

ぐ
一
ロ
ぬ
急
閉
の
宮
屋
言
の
Ｑ
の
己
四
℃
目
の
胃
塑
一
睡
輯
【
津
ロ
ロ
の
め
匡
【
口
ご
ゆ
め
の
［
型
一
“
ぬ
崗
煙
ロ
ロ
の

盲
の
号
ｓ
扇
・
〕
．
「
見
事
な
即
興
画
を
記
事
に
散
り
ば
め
た
江
内
春
潮
は
、

我
々
に
と
っ
て
未
知
の
人
物
で
は
な
く
、
別
な
機
会
に
彼
が
１
時
間
足

ら
ず
で
鋤
枚
も
の
絵
を
描
く
の
を
目
撃
し
た
の
は
、
我
ら
全
て
の
大
き

な
驚
き
、
又
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
」
筆
者
拙
訳
。

（
Ⅱ
）
注
（
８
）
前
掲
書
。
江
内
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
流
の
絵
画
で
ソ
ウ
ル
の
王
宮

の
他
、
美
術
館
の
装
飾
も
手
掛
け
た
と
の
記
述
あ
り
。
以
下
原
文
。
壁
冨

烏
８
忌
房
も
竺
里
習
日
鳳
凰
堅
２
房
三
房
附
号
獣
○
巳
．
同
国
冒
筐
昌
号

置
胃
目
員
の
〈
の
員
○
罵
自
国
の
》
）
〉
《
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
》
絵
画
と
は
油
彩
画

を

指

す

と

思

わ

れ

る

。

（
岨
）
言
メ
デ
ィ
ア
』
紙
震
８
日
急
昌
四
書
》
１
９
１
１
年
７
月
別
日
付
１
３

９
０
号
以
ド
原
文
。
・
三
一
の
冒
吊
の
号
冨
○
ｓ
．
己
愚
巨
号
弓
Ｏ
匿
○
月

息
易
い
胃
昌
ご
昌
営
吊
冒
９
号
の
彊
胃
呂
〆
の
巨
穿
の
の
~
弓
「
京
都
、
東
京

の
学
校
共
に
江
内
が
数
字
へ
の
興
味
を
抱
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
筆
者

拙
訳
。
「
数
字
へ
の
興
味
」
と
は
江
内
の
父
が
彼
に
数
学
者
若
し
く
は
、

技
術
者
に
な
っ
て
欲
し
い
と
希
望
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

（
Ｂ
）
松
井
菜
摘
「
画
学
生
と
動
物
園
ｌ
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
卒
業
作
品

に
つ
い
て
ｌ
」
弓
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
年
報
」
”
号
、
２

０

１

８

年

３

月

別

日

）

（
Ｍ
）
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
（
尿
呂
蜀
ン
罰
ン
ご
弓
）
箸
１
９
５
０
年
の
未
発
表

原
稿
・
・
○
○
三
富
同
室
弓
忠
く
Ｃ
ｚ
ｚ
固
め
ン
罰
○
同
国
の
ン
ご
く
ン
Ｆ
ン

記
固
も
己
弓
ン
、
国
Ｃ
ｚ
ｐ
向
Ｆ
ン
甸
両
冨
巨
詞
甸
記
ン
Ｚ
ｎ
シ
嗣
固
ン
巨
〆
巨
固
ご
〆

ロ
厨
］
シ
勺
○
ｚ
旨
い
．
以
下
原
文
。
〃
馬
具
目
筋
冨
月
冒
匡
二
吋
①
白
色
Ｂ
臣
匡
の

胃
冒
可
①
。
匡
苛
ロ
Ｃ
邑
口
巳
．
○
の
ｐ
Ｅ
ｍ
色
匡
の
宣
匡
＄
ョ
○
扇
．
四
ぐ
豐
庁
の
国
三
一
函

忌
望
鳥
貝
①
昌
の
Ｑ
星
且
呂
吻
昌
雨
冨
昌
号
医
嗣
巨
房
爵
「
日
本
よ
り
の

傑
出
し
た
画
家
、
江
内
春
潮
は
、
数
か
月
前
よ
り
、
丘
の
上
の
ギ
ラ
ル

ド
ン
通
り
に
居
を
定
め
て
い
た
。
」
筆
者
拙
訳
。
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（
応
）
注
（
岨
）
前
掲
紙
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
震
匡
冒
呉
呂
２
月
月
扁
さ
員

の

口

ご

母

屋

《

ユ

の

置

周

Ｅ

①

Ｆ

①

ロ

房

苫

（
脇
）
『
日
仏
協
会
会
報
」
１
９
１
１
年
３
月
別
号
國
三
房
冒
号
尽
き
：
急

蜀
畠
口
８
‐
］
ｇ
ｇ
望
開
号
霞
吋
履
冨
豐
め
毛
二
ｚ
○
四
．
《
畠
両
○
ご
弓
の
閏

（
ｍ
匡
口
の
宮
巳
で
『
三
．
画
一
宙
の
三
①
Ｑ
の
⑫
碗
①
』
匡
串
ン
再
珍
弓
○
五
Ｐ
ｍ
ｑ
記
匡
の

庸
胃
・
葛
記
載
さ
れ
た
記
号
（
Ａ
）
か
ら
江
内
が
年
単
位
の
登
録
者
で
１

９
１
１
年
度
の
日
仏
協
会
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
Ｆ
）
注
（
Ｍ
）
前
掲
未
発
表
原
稿
。
写
真
ｕ
参
照
。

（
略
）
『
ル
・
フ
ィ
ガ
旦
紙
《
毎
Ｆ
国
隠
『
○
弓
１
９
５
０
年
４
月
刈
日
１
７
４

５
号
国
閏
恩
国
凰
鵲
目
．
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
写
真
四
参
照
。

禁
『
の
〆
己
ユ
『
ロ
の
房
一
聾
匡
国
○
門
口
Ｑ
の
の
『
ご
房
。
印
画
《
○
匡
め
一
①
ゆ
“
【
冒
房
．
汚
の
庁
①
こ
『
抄

〃

○
○
口
時
心
門
の
妨
・
の
勺
秒
胃
房
マ
ロ
①
己
同
Ｃ
く
胃
邑
向
の
↓
の
《
・
の
胃
が
弄
円
聾
冒
狛
の
門
．
ｅ
Ｅ
っ
①
邑
堕

い
『
四
三
Ｑ
ｐ
Ｃ
口
〕
す
同
ゆ
め
弄
煙
く
め
、
青
四
己
言
・
の
の
彦
竺
①
匡
崗
．
Ｃ
巨
言
【
ロ
四
口
當
①
砂
一
の
庁
匡
崗
い

■

夕

門
の
媚
弓
①
覇
旦
の
匿
白
○
具
色
琶
く
○
自
己
の
ｍ
四
月
の
く
の
庁
房
匡
吋
①
里
］
日
の
四
め
煙

、

■

口
〕
①
【
三
○
胃
の
邑
○
骨
禺
①
の
口
〕
○
垂
（
）
冨
口
局
Ｃ
［
○
口
・
の
⑦
《
ロ
（
再
局
①
門
①
の
○
口
目
四
弱
め
“
己
の
ゆ

で

．

ｍ

・

望

〕

（
的
）
注
（
皿
）
前
掲
未
発
表
原
稿
に
拠
れ
ば
、
与
謝
野
夫
妻
が
居
住
し
た
の

は

フ

ロ

シ

ョ

通

り

角

斥

印

月

言

己

と

あ

る

。

し

か

し

、

そ

の

正

確

な

住
所
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
マ
セ
通
り
別
番
地
の
２
（
陰
国
砂
罰
扁
ご
言
ｓ
禺

巨
尉
総
）
で
あ
る
こ
と
は
、
神
野
藤
昭
夫
の
論
「
晶
子
・
源
氏
・
パ
リ
」

「
同
文
学
研
究
」
第
１
８
２
集
２
０
１
７
年
６
月
）
が
あ
り
、
拙
稿
「
１

９
１
２
年
パ
リ
与
謝
野
寛
・
晶
子
の
正
し
い
住
居
」
二
日
本
文
學

誌
要
」
第
１
０
１
号
２
０
２
０
年
３
月
）
で
も
詳
し
く
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
寛
が
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
居
を
構
え
た
の
は
晶
子
の
パ
リ
到
着
（
１

９
１
２
年
５
月
灼
日
＊
筆
者
注
）
１
週
間
前
と
も
記
さ
れ
る
が
、
そ
の

正
確
な
日
付
は
、
寛
が
晶
子
に
宛
て
た
書
簡
に
明
記
さ
れ
た
１
９
１
２

年
１
月
恥
Ｈ
で
あ
る
。
（
与
謝
野
寛
、
晶
子
著
／
逸
見
久
美
編
『
与
謝
野

寛

晶

子

書

簡

集

成

第

一

巻

』

八

木

詩

店

２

０

０

２

年

皿

月

）

（
鋤
）
注
（
Ⅲ
）
前
掲
未
発
表
原
稿
。
以
下
原
文
。
爲
里
房
号
白
目
ｇ
四
三
日
①

琶
（
涙
め
座
員
）
二
①
同
心
＆
ぬ
の
局
巨
二
四
員
言
房
。
煙
口
め
房
口
匡
里
堅
房
国
三
①
烏
智
一
ｍ
①
⑫

』
日
冒
鵬
望
○
易
め
員
医
帝
日
日
巾
【
国
月
筥
陥
．
○
戸
、
與
四
己
旦
但
ン
ぐ
Ｒ

ｇ
の
房
『
ｇ
巨
扇
一
四
９
国
の
脇
こ
の
局
＆
信
豊
〕
》
「
彼
女
（
Ⅱ
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・

サ
ル
セ
イ
）
は
与
謝
野
女
史
に
フ
ラ
ン
ス
女
性
の
印
象
に
つ
い
て
気
付

い
た
こ
と
を
記
事
に
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
鳴
呼
、
こ
の
記
事
を
！
、

何
と
い
う
迅
速
さ
で
女
流
詩
人
は
書
き
上
げ
た
こ
と
か
！
」
筆
者
拙
訳
。

（
創
）
注
（
凶
）
前
掲
未
発
表
原
稿
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
・
国
汚
農
胃
冒
豐

~

凸

凹

~

込

め
の
国
①
匡
ゆ
め
［
ロ
の
国
骨
ｃ
匡
窒
二
㎡
邑
竺
匿
詳
口
壁
砂
口
の
目
〕
①
ロ
〕
①
ロ
四
国
め
ゆ
○
二
℃
四
国
⑱
○
巨

、

■

糾

汚
め
〔
の
員
胄
口
〕
め
い
印
画
く
四
房
巨
言
匡
巨
い
①
ロ
の
ロ
ー
こ
め
の
庁
三
、
寺
・
の
一
四
コ
・
の
一
再
心
〕

（
躯
）
注
（
Ｍ
）
前
掲
未
発
表
原
稿
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
↑
富
農
員
｛

８

月

三

日

の

禺

易

笛

ロ

○

四

《

‐

里

汚

吊

己

８

貝

忌

号

邑

一

綴

甸

国

月

昌

陥

鶏

．

．

（
詔
）
注
（
岨
）
前
掲
書
。

（
型
）
了
・
タ
ン
」
紙
鼠
斥
弓
の
日
艮
．
１
９
１
２
年
９
月
廻
日
１
８
６
９
８

号
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
・
鯖
匡
９
国
罷
陥
ン
医
８
国
吊
麗
目
輿
置

尽
［
邑
日
の
窟
Ｃ
Ｏ
邑
巴
め
ゆ
〕
》
Ｆ
ｍ
ｏ
邑
司
画
崗
四
口
（
・

可

（
妬
）
注
（
型
）
前
掲
紙
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
↑
↑
雪
の
馬
８
国
皀
望
の
息
の

呂

霊

麓

日

日

①

貝

言

甸

国

貝

琶

滞

２

－

筥

三

の

邑

口

の

員

烏

巨

吊

再

○

口

５

国

の
ロ
く
○
こ
め
口
伝
四
己
《
一
ゴ
ロ
畠
邑
一
（
）
弓
口
匡
①
」
①
Ｈ
国
の
め
こ
房
｛
（
旨
口
］
心
の
ロ
㎡
臣
の
．
、
国
門
口
①

~

~

凸

。

⑱
の
ロ
〕
ウ
ー
の
全
こ
げ
二
の
酉
壁
口
聾
診
一
壁
○
○
口
わ
①
己
言
○
口
・
宮
ぺ
つ
帝
ロ
ロ
①
画
｛
の
「
画
【
。
①

今う
／/
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（
妬
）

（
詔
）

（
”
）

ヘ
９
－

－
２
｝

（
知
）

Ｊ

ゆ
め
【
四
四
℃
己
の
芯
の
四
一
Ｃ
匡
の
司
旦
煙
巨
の
』
泣
く
の
昌
胃
．
同
一
席
の
宮
の
【
の
彦
⑦
ロ
①
匡
煙

〕

●

Ｊ

、

●

め
目
め
弓
匡
胃
①
．
両
一
房
の
茸
①
門
の
ロ
①
日
○
旨
の
の
邑
の
○
『
の
四
の
Ｃ
己
色
匡
①
ご
同
い
○
己

一
邑
○
の
ロ
①
国
旦
窪
邑
、
の
ｎ
Ｃ
口
〕
ヨ
］
①
一
》
ロ
○
口
】
口
〕
の
．
］
①
。
（
）
冒
自
壱
四
門
の
吊
煙
扇
ぐ
○
一
○
口
ロ
の
同
め

い

Ｐ
こ
の
胃
ロ
ロ
①
め
高
）
画
凰
望
①
ロ
ョ
の
め
。
①
【
己
煙
の
○
口
口
四
］
⑫
、
四
百
、
の
酔
包
の
め
ロ
四
℃
二
一
○
邑
め
○
巨

四
・
め
い
ロ
呉
』
厨
Ｃ
あ
の
聾
匡
×
…
目
色
三
色
員
色
市
の
鷺
一
㎡
閏
画
く
の
與
房
言
匡
９
口
の

一
匪
○
日
日
①
．
○
ご
ロ
①
己
○
巨
弓
昌
一
９
吋
の
口
匡
①
匿
甸
同
画
邑
ゐ
望
め
の
①
輿
匡
己
の
帝
日
日
命

【
弓
Ｃ
Ｑ
①
門
国
①
…
嵩
日
の
Ｑ
①
白
壁
。
・
の
墜
房
ロ
（
）
ヨ
ウ
局
の
Ｑ
①
ゆ
甸
扁
曄
画
心
曽
の
め
い

①
目
〕
四
口
Ｑ
己
の
め
い
ロ
聾
帛
ニ
ロ
め
《
崗
匡
の
言
○
国
①
骨
一
》
の
回
巨
の
煙
弄
』
○
国
①
印
詳
由
仁
勿
曾
晦
同
四
口
Ｑ

●

、

ｏ
匡
①
の
①
一
巳
・
の
ｍ
エ
ョ
哩
筥
砂
①
い
…
：
〉
〉
〕

注
（
型
）
前
掲
紙
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
《
言
巴
の
冨
腎
胃
吊
尻
の

壱
○
鮮
①
藤
の
Ｑ
の
い
、
苛
晨
湧
怠
鞄
馬
ご
鴎
ゞ
Ｑ
①
冨
記
ｏ
胃
ミ
ミ
ミ
。
言
、
輿
旦
の
の

惠
侭
置
場
昼
、
一
響
○
鼠
昌
電
．
己
①
己
四
ユ
①
で
座
砂
①
国
の
Ｃ
【
の
汚
時
跨
己
や
煙
扇
．
○
○
日
目
局
員

ｎ
ｏ
［
ロ
ロ
局
の
ロ
・
円
里
庁
‐
里
帝
富
甸
胃
煙
邑
や
筥
め
①
勺
・
劃

勇

『
ル
・
プ
チ
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
」
紙
鼠
斥
野
胃
顧
凰
里
目
署
１
９
１
２
年
９

月
陥
日
１
３
１
０
６
号
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
晨
房
胃
号
駕
弓
呉
ロ
８

く
の
己
匡
①
Ｑ
の
一
国
営
忌
日
①
‐
○
国
の
己
許
ゞ
后
巨
禺
扁
己
吋
○
ｎ
コ
の
Ｑ
①
曰
画
く
○
月
ロ
煙
⑫
Ｑ
の
の

の
○
口
、
の
ロ
ロ
○
ロ
ｍ
口
〕
○
Ｑ
の
『
ご
命
の
。
Ｑ
の
国
》
か
く
局
の
ｐ
凹
め
の
目
］
四
口
ロ
ロ
の
①
ゆ
め
庁
二
・
の
弄
局
の
《
一
め
い

、

■

、

の
の
Ｑ
画
く
①
の
ロ
の
一
讐
写
○
口
］
ロ
】
の
〉
や

二

注
（
”
）
前
掲
紙
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
震
月
９
－
①
鷺
脅
胃
－
２
〆

烏
二
の
員
鋤
ｌ
の
馬
ｇ
ｏ
里
の
目
８
房
煙
８
日
冒
尾
の
こ
の
吻
騨
爵
房
目
の
い
合

口
①
め
己
聾
己
］
二
（
）
邑
砂
○
色
野
口
の
⑳
ロ
の
ご
庁
の
（
）
易
⑦
妙
匡
×
》
遥

里
閏
愚
目
ｂ
弓
弓
歸
冨
且
閏
月
○
言
爵
自
言
禽
月
冨
勗
麓
の
竺
日
目
冒
ｌ
Ｆ
ｇ
目

注
（
”
）
前
掲
紙
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
白
馬
園
門
禺
ｇ
儲
晨
雪
里
房

四
岸
。
の
の
二
○
↓
］
○
目
め
ず
の
色
匡
ｎ
ｏ
匡
己
ロ
ー
巨
の
⑪
〆
四
の
《
の
の
ｍ
匡
崗
一
画
く
汚
［
の
コ
ニ
ロ
ー
邑
の

Ｃ
ｏ
ｏ
昼
⑦
貝
巴
①
シ
ヨ
鰹
、
の
ロ
・
小
口
耳
・
ゐ
め
厳
の
二
ｓ
い
輿
・
め
い
【
四
宮
昌
芯
砂
巨
の

の
○
ロ
】
寓
口
巨
弓
房
四
口
○
口
い
つ
汚
い
ロ
の
Ｅ
Ｃ
一
の
砂
○
邑
庁
‐
一
読
ウ
目
の
ロ
。
⑦
一
四
℃
⑯
一
国
の
竪
邑
①
己
四
い

く
一
く
同
①
め
匡
扁
仁
二
ｍ
○
曰
・
『
毎
口
で
『
（
）
色
匡
の
Ｑ
の
守
門
四
竺
一
（
さ
ロ
⑳
．
の
が
の
睡
員
鎚
国
庁
帛
○
局
庁
旦
①

置
く
の
凰
融
．
固
輿
室
Ｑ
Ｃ
ｐ
ｏ
『
活
目
。
の
ロ
旨
砂
冒
竺
巴
秒
の
Ｅ
扁
匡
①
局
の
ロ
○
ご
ｎ
①
『

四
匡
凋
ぐ
房
一
二
の
⑳
』
・
の
め
い
局
①
わ
匡
①
印
や
岩

（
別
）
注
（
６
）
前
掲
誌
。
↑
《
甲
自
〕
胃
限
言
己
吊
鵲
ら
易
豐
埼
匿
卑
曽
用
冒
シ
産
８

フ

ラ

ン

ス

竜
○
綴
目
○
二
仏
蘭
西
に
於
け
る
第
一
印
象
」
与
謝
野
晶
子
）
筆
者
拙
訳
。

以
下
原
文
。
承
○
㎡
呉
弓
昌
四
壁
言
ロ
胃
冨
ｇ
ａ
ｇ
２
㎡
忌
国
三
日
四

局
の
望
旦
①
邑
の
の
ロ
胃
の
砂
。
の
盲
己
冨
の
①
で
一
媚
四
一
席
．
『
一
ぬ
ロ
○
『
塑
房
堅
○
民
砂
Ｃ
匡
命

筥
○
ヨ
ョ
壁
昌
吊
の
冨
詳
｛
忌
口
こ
の
国
誌
、
医
邑
匡
寓
ゞ
口
員
屋
邑
胃
匡
亘
命
号

《
【
小
《
嘩
禺
・
め
〉
．
］
の
国
勢
四
℃
ロ
『
一
め
の
③
一
四
口
こ
め
声
門
○
一
め
」
Ｃ
匡
同
め
四
℃
局
①
の
ロ
】
○
口

一

口

砂

一

睡

二

ｍ

ご

Ｃ

ｐ

Ｆ

①

宮

包

め

“

『

ロ

ロ

巳

日

当

聾

の

Ｃ

己

・

昌

房

、

匡

局

一

煙

詞

三

忌

日

響

妙

口

の

国

己

め

Ｑ

①

〈

ぐ

皀

『

》

一
四
ｍ
の
口
〕
【
臣
の
二
等
匡
弓
の
○
①
禺
骨
四
一
国
①
匡
四
の
め
ゆ
の
里
房
Ｐ
匡
弓
ロ
の
喰
巨
口
庁
の
局
の
ゆ
め
の
口
匡
蝕
匡
×

の
ロ
Ｃ
印
①
め
Ｑ
の
一
秒
言
○
筐
①
《
（
の
⑮
［
煙
匡
〆
［
ユ
く
（
）
一
再
の
砂
二
く
“
い
聾
国
い
。
『
の
Ｐ
こ
の
」
①

国
①
、
○
国
望
口
印
扁
①
口
四
い
○
の
①
〈
四
国
”
の
、
口
匡
目
己
①
ロ
の
。
ご
い
め
》
の
○
回
目
「
三
①
。
①
く
弓
浄
昴
砂

ご

~

“

凸

斗

１

Ｊ

■

や

む

丘

禺

妙

己

わ

画

昴

の

い

＊

内

山

秀

雄

・

香

内

信

子

編

集

・

解

題

『

與

謝

野

晶

子

評

論

著

作

集

第

十

七

巻

」

（

龍

渓

耆

舎

２

０

０

２

年

Ⅱ

〃

刈

日

）

に

「

仏

閾

西

の

第

一

印

象

」

と

し

て

原

文

に

忠

実

な

瀧

口

明

子

訳

が

あ

る

が

、

今

同

の

対

訳

に

は

拙

訳

を

供

す

。

（
鉈
）
注
（
別
）
に
同
じ
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
”
『
巴
○
房
国
急
号
己
目

『
弓
房
匡
浅
口
匡
里
口
匡
の
め
烏
①
口
］
門
口
む
め
・
匡
口
の
匡
己
市
》
○
の
⑳
ｎ
ｏ
『
三
国
〕
の
門
心
妙
己
弄
の
い
」
Ｑ
の
め

Ｃ
宮
く
吊
芯
局
の
印
｝
・
の
ｍ
ロ
幽
望
め
崖
口
口
①
の
．
阿
片
一
望
畠
の
白
扉
冨
急
の
○
日
三
①
三
里
房
め
い
Ｃ
匡
奇
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｛
一
旦
の
」
の
の
．
Ｃ
Ｒ
Ｃ
す
の
ｍ
，
四
℃
己
屋
ｐ
巨
叩
の
い
め
Ｃ
こ
『
邑
〆
の
の
型
冒
①
匡
司
め
ロ
四
局
①
ご
〔
の
の
《

ご

~

~

。

の
Ｃ
【
ロ
ロ
昴
邑
令
四
こ
の
望
↑
⑦
臣
の
ゆ
め
○
邑
詳
口
局
の
庁
の
い
酔
い
①
め
四
の
凰
國
の
禺
少
』
の
匡
『
め
員
戸
画
巨
的
．

目
ｋ
命
巨
司
岸
巨
め
庁
崗
匡
の
（
』
○
巨
．
ロ
の
こ
の
Ｒ
の
ロ
邑
匡
の
」
⑦
こ
『
帛
四
胃
口
妙
弓
崗
（
）
厨
の
○
【
ご
胃
〕
⑦
計
詳
『
命
毎

℃
の
、
彦
心
‐
三
角
望
砂
。
①
己
媚
の
己
の
【
里
ゞ
の
』
市
め
め
○
コ
（
の
○
口
】
国
〕
の
席
の
壷
①
匡
門
め
い
画
匡
く
色
媚
の
砂

旦
ゐ
め
ロ
一
色
一
国
の
い
］
①
」
の
ゆ
く
○
』
砂
。
○
、
一
一
①
の
竜
口
四
宮
①
邑
庁
の
の
の
（
庁
同
心
⑳
［
一
・
の
一
の
め
働

一
①
こ
［
の
Ｑ
の
く
Ｃ
胃
“
】
鱈
巨
包
望
Ｐ
匡
の
房
唖
］
四
℃
○
口
画
易
の
め
．

■

舎

碧

（
粥
）
注
（
皿
）
前
掲
未
発
表
原
槁
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
震
冒
尻
冒
①

国
く
○
国
己
の
ロ
ュ
《
Ｑ
○
口
ｎ
℃
錘
局
面
ヨ
里
邑
盲
］
錘
Ｃ
Ｏ
昌
登
め
①
里
匿
ｎ
ｏ
弓
。
三
里
計

量

易

さ

馬

一

陽

日

昌

①

匡

〆

○

唇

三

目

房

昌

吊

の

四

国

○

口

具

く

２

『

２

，

○

『

ご

ロ

【

の

ロ

ｐ

Ｈ

の

巨

窪

く

房

司

印

の

』

一

の

Ｑ

⑦

ｐ

Ｃ

ゆ

ｎ

ｏ

弓

〕

ロ

国

許

国

Ｃ

庁

①

め

じ

》

や

（
劉
）
注
（
釦
）
に
同
じ
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
《
苛
口
筥
冒
の
２
２
８
房

一
》
ｏ
ｎ
の
津
秒
目
○
コ
。
①
く
一
く
『
の
“
匡
計
巨
冒
一
応
匡
・
ご
ロ
①
帛
四
【
ご
こ
め
ご
Ｃ
匡
禺
館
の
Ｃ
』
い
の
．

ｑ

哲

也

（
調
）
注
（
１
）
前
掲
誌
。

（
錨
）
「
母
性
保
護
論
争
」
は
、
１
９
１
８
年
～
１
９
１
９
年
に
掛
け
、
働
く
女

性
と
育
児
に
つ
い
て
主
に
晶
子
と
平
塚
ら
い
て
う
の
間
に
起
こ
っ
た
論

争
。
ら
い
て
う
の
指
摘
に
対
し
、
論
争
前
段
階
で
晶
子
は
エ
レ
ン
・
ケ

イ
の
主
張
を
一
面
的
に
見
過
ぎ
て
い
た
点
を
認
め
て
い
る
。
．
人
の
女

の

手

帳

」

二

太

陽

』

１

９

１

６

年

６

月

号

）

（
師
）
「
自
ら
責
め
よ
」
会
横
浜
貿
易
新
報
」
１
９
１
９
年
４
月
”
日
）

（
銘
）
松
平
盟
子
「
晶
子
の
パ
リ
一
九
一
二
年
」
二
短
歌
研
究
」
短
歌
研
究
社

２

０

０

１

年

４

月

号

）

（
鋤
）
注
（
別
）
に
同
じ
。
筆
者
拙
訳
。
以
下
原
文
。
。
《
］
①
２
房
目
易
盲

望
舜
匡
陸
昼
○
国
角
匡
ロ
①
ロ
○
巳
①
の
（
）
匡
ぐ
の
匡
の
の
ｐ
巳
の
劃
の
霞
○
円
ら
の
。
の
啼
望
『
の
母
巳
○
局
①

の
①
の
壱
○
匡
め
墜
己
砂
・
國
己
め
畠
①
め
冒
曰
の
二
庁
匡
円
如
ｎ
ｏ
ｐ
Ｑ
一
己
Ｃ
邑
ゆ
・
遇

追
記
＊
本
文
、
第
八
節
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
日
本
人
画
家
、
江
内
春
潮
」
に
関
連
し
、

ォ
・
ラ
パ
ン
・
ア
ジ
ル
（
ン
匡
冨
巨
冒
ン
唱
芭
の
所
有
者
、
イ
ヴ
・
マ
チ
ュ
ー

２
く
硯
巨
質
三
①
こ
）
氏
の
ご
厚
意
で
来
店
記
念
帖
冒
弓
①
烏
国
冒
・
巳
を
実
見
、

１
９
１
３
年
ｎ
月
鋤
日
付
（
１
２
１
９
号
）
ラ
ン
ト
ラ
ン
シ
ジ
ャ
ン
紙
に
記

載
さ
れ
る
江
内
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
３
点
（
①
”
横
並
び
に
な
っ
て
、
盛
ん
に

噂
る
烏
達
、
《
・
烏
印
Ｃ
房
の
自
〆
ゞ
ｓ
員
①
匡
邑
①
昌
唱
需
輿
（
）
堅
さ
易
ｇ
三
百
号

扁
日
臣
貝
め
》
．
②
恥
弱
腰
の
上
で
象
徴
的
な
ケ
ー
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
踊
る
兎
、
ゞ
目

』
四
℃
】
目
・
生
ヨ
⑫
四
国
庁
巨
邑
（
〕
四
丙
①
‐
星
ご
匙
一
戸
の
望
門
冒
す
〔
）
一
言
］
色
の
の
匡
局
。
①
妨
○
の
の
①
Ｈ
ロ
①
邑
舜
の

冒
昌
聾
冒
ｍ
葛
③
“
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
子
供
達
、
晨
号
め
喝
○
朋
隅
号
宙
冒
詳
①
ご
）
、

他
１
点
、
④
“
朱
印
の
あ
る
猫
の
水
彩
画
の
合
計
４
点
を
確
認
し
た
。
①
と

付
記
＊
掲
載
写
真
（
１
～
四
）
は
全
て
筆
者
所
有
。

＊
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
注
（
７
）
、
注
（
ｕ
）
、
注
（
肥
）
、
注
（
型
）
、

注
（
訂
）
、
及
び
『
ド
ゥ
マ
ン
」
誌
１
９
１
３
年
４
月
皿
日
号
、
『
ル
・
ラ
デ
ィ
カ

と
紙
１
９
１
３
年
４
月
陥
日
号
、
『
ラ
ン
ト
ラ
ン
シ
ジ
ャ
ン
」
紙
１
９
１
３
年

Ⅱ
月
釦
日
号
は
、
Ｓ
二
ｓ
・
置
冨
ｇ
ｏ
日
８
巨
①
目
日
酔
昌
匡
の
号
置
國
ｇ
ｏ
吾
臼
扁

号
印
自
席
参
照
。

他
は
筆
者
所
有
を
参
照
。

（
棚
）
森
鴎
外
著
「
與
謝
野
晶
子
さ
ん
に
就
い
て
」
（
「
中
央
公
論
』
１
９
１
２

年

６

月

）

（
弧
）
注
（
１
）
前
掲
書
。

24



与謝野晶子の直感力とフランス女性観

T）2）
④
に
は
１
９
１
１
年
哩
月
４
日
の
日
付
が
あ
り
、
１
９
１
３
年
江
内
の
サ
ロ

ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
入
選
以
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
三
目
爵
員
罰
扁
Ｑ
愚
ａ
（
旨

］
ｇ
目
景
三
．
昌
白
胃
再
昌
⑫
（
ジ
ラ
ル
ド
ン
通
り
の
ム
ッ
シ
ュ
、
モ
ン
マ
ル
ト

ル
の
日
本
人
）
の
サ
イ
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
②
、
③
に
も
「
ジ
ラ
ル
ド
ン
通

り
の
ム
ッ
シ
ュ
」
と
読
め
る
サ
イ
ン
が
あ
り
、
レ
オ
ン
・
フ
ァ
ロ
ー
の
未
発

表
原
稿
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
江
内
は
ジ
ラ
ル
ド
ン
通
り
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。

鍾
蟻螺
霞篭
鴬

①a

3）

3＊
写
真
①
、
①
ａ
、
②
、
③
、
④
の
５
点
は
ン
匡
冨
目
〕
シ
巴
の
所
有
。
国
く
忠

言
呉
冨
の
巨
氏
の
許
可
を
得
て
掲
載
。

（
き
く
ち
え
い
じ
・
一
九
九
四
年
度
卒
）
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